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ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
誘
致
と

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
誕
生

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

カウンタースペース

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ（
ジ
ェ
ト
ロ
：
日
本
貿
易
振

興
機
構
）は
、当
所
会
員
の
大
半
を
占
め
る

中
小
企
業
の
海
外
展
開
や
、海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
輸
出
・
投
資
を
検
討
し
て
い
る
企

業
に
対
し
、総
合
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
経
済
産
業

省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
。人
口

減
少
が
予
想
さ
れ
る
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

比
較
し
て
、海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
大
き
な

可
能
性
が
あ
り
、海
外
戦
略
を
志
す
時
に
大

き
な
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
で
き
る
機
関
だ
。

　
こ
れ
ま
で
、海
外
取
引
に
挑
戦
す
る
滋
賀

県
内
事
業
所
の
多
く
は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪

本
部
に
相
談
す
る
か
、大
津
の
公
益
財
団
法

人
滋
賀
県
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
の
貿
易
投
資

相
談
窓
口
に
、大
阪
本
部
と
の
橋
渡
し
を
頼

ん
で
い
た
。相
談
支
援
内
容
に
も
よ
る
が
、

大
抵
は
複
数
回
訪
問
す
る
こ
と
に
な
る
。県

内
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー

が
で
き
れ
ば
格
段
に
利
便
性
が
良
く
な
り
、

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
た
。

　
当
所
で
は
、県
内
企
業
の
国
際
化
推
進
の

た
め
に
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
要

望
し
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、滋
賀
県
よ
り「
ジ
ェ

ト
ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置
要
望

書
」を
２
０
１
６
年
12
月
に
受
領
。２
０
１

７
年
３
月
２
日
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
副
理
事
長

が
滋
賀
県
知
事
を
訪
問
し
、滋
賀
県
に
対
し

貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置
決
定
に
係
る
通

知
書
を
手
交
し
、当
所
１
階
に
設
置
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
産

業
展
示
室
は
、２
０
１
７
年
７
月
の
ジ
ェ
ト

ロ
滋
賀
開
設
を
目
指
し
、急
ピ
ッ
チ
で
改
装

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。改
装
工
事

の
設
計
段
階
で
、１
階
は
ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
の

事
務
所
に
加
え
、

● 「
学
び
・交
流
と
情
報
発
信
の
た
め
の
ス 

　

ペ
ー
ス
」

● 「
会
議
所
会
員
と
大
学
生
が
自
由
に
使

　

え
、地
域
未
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
ス

　

ペ
ー
ス
」

● 「
ワ
ー
ク
、ス
タ
デ
ィ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

　

た
め
に
活
用
し
、学
生
と
地
域
事
業
所
と

　

が
気
軽
に
交
流
す
る
と
と
も
に
ニ
ュ
ー

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
を
期
待
し
応
援
す
る

　

ス
ペ
ー
ス
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
フ
リ
ー

　

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
を
前
提
に
設

　

計
さ
れ
た
。

　
本
年
度
、「
学
生
と
会
員
事
業
所
の
交
流

の
場
」と
い
う
テ
ー
マ
を
模
索
す
る
中
で
、

試
験
的
に
、滋
賀
大
学
経
済
学
部
で
行
わ
れ

て
い
る
地
域
社
会
の
発
展
を
担
う
人
材
を

育
成
し
、地
域
課
題
解
決
を
テ
ー
マ
と
す
る

Ｐ
Ｂ
Ｌ（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・ベ
ー
ス
ド・ラ
ー

ニ
ン
グ
）型
授
業
と
連
携
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、「
働
き
方
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・企
業

経
営
者
と
語
り
つ
く
す
＠
彦
根
商
工
会
議

所
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
具
体
的
な
テ
ー
マ
は
、

● 

地
域
産
業
に
つ
い
て
の
講
義

● 

商
工
会
議
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
講
義

● 

魅
力
発
信
に
つ
い
て
の
企
業
の
現
状
と

　

課
題
に
つ
い
て
の
講
義

● 

企
業
経
営
者
ら
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

　

カ
ッ
シ
ョ
ン

● 

若
者
に
響
く
企
業
の
魅
力
発
信
ア
イ
デ

　

ア
の
検
討
と
提
案

　
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
授
業
は
、地
元
企
業
経
営
者
と

学
生
が
交
流
し
な
が
ら
、講
義
や
演
習
を
行

い
、直
接
経
営
者
か
ら
創
業
や
事
業
承
継
時

の
想
い
、事
業
経
営
に
あ
た
っ
て
の
苦
楽
、

今
後
の
展
望
等
を
聞
き
、学
生
ら
が
地
元
企

業
の
抱
え
る
課
題
を
理
解
す
る
と
と
も
に

自
身
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
機
会

と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
４
月
・３
回
／
５
月
・５
回
／
６
月
・４

回
／
７
月
・１
回
、こ
の
う
ち
１
階
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
９
回
の
演
習

は
当
所
が
担
当
し
た
。

　
７
月
17
日（
火
）の
最
終
講
義
で
は
企
業

関
係
者
に
対
し
て「
大
学
生
目
線
に
よ
る

企
業
の
魅
力
発
信
ア
イ
デ
ア
」と
題
し
て

報
告
会
を
開
催
。30
名
の
学
生
が
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
も
の
づ
く
り
企
業

編
」「
商
業
・サ
ー
ビ
ス
業
編
」「
都
会
・大
手

企
業
就
職
指
向
」「
地
方
・中
小
企
業
就
職

指
向
」を
テ
ー
マ
に
、地
元
企
業
な
ど
関
係

者
約
50
名
に
、そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。学
生
は
２
年
生
が
中

心
で
あ
り
、内
容
に
関
し
て
は
新
鮮
さ
に

欠
け
、想
定
内
、既
知
の
も
の
ば
か
り
で

あ
っ
た
が
、彼
ら
に
と
っ
て
は
新
鮮
な
経

験
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
後
継

続
す
る
こ
と
で
、会
議
所
職
員
や
企
業
人

ら
と
の
関
わ
り
が
増
え
、授
業
以
外
で
学

生
と
企
業
の
連
携
や
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　
し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
は
期
待
す
る
こ

と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
授
業
と

の
連
携
で
、彼
ら
学
生
が
会
議
所
の
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
訪
れ
る
理
由
は
、そ
の

場
所
に
設
定
さ
れ
た
演
習
の
２
単
位
を
得

る
こ
と
に
あ
る
か
ら
だ
。可
能
性
が
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、演
習
に
訪
れ
た
と
き
、彼

ら
が
も
う
一
度
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
、

価
値
や
魅
力
を
会
議
所
側
が
提
案
で
き
る

か
ど
う
か
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
準

備
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

何
も
し
な
け
れ
ば
、毎
年
の
消
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
終
わ
る
の
は
必
至
だ
。

　
交
流
が
生
ま
れ
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

創
る
た
め
に
は
、利
用
す
る
価
値
を
最
大

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に

は
シ
ン
プ
ル
で
解
り
や
す
い
目
的
が
必
要

だ
。

　
２
０
１
７
年
７
月
の
ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
開

設
で
、産
業
展
示
室
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
生
ま
れ
か
わ
り
、３
つ
の
ス
ペ
ー

ス
コ
ン
セ
プ
ト
で
、新
た
な
空
間
が
誕
生

し
た
。「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
」「
カ
ウ
ン

タ
ー
エ
リ
ア
」「
コ
ー
ヒ
ー
エ
リ
ア（
コ
ー

ナ
ー
）」で
あ
る
。

　
55
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
２
台
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
用
ス
ク
リ
ー
ン
、コ
ー
ヒ
ー
マ
シ

ン
１
台
が
既
に
設
備
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
思
い
つ
く
の
は
、55
イ
ン
チ
モ
ニ

タ
ー
２
台
の
活
用
で
あ
る
。会
議
所
、Ｏ
Ｔ

Ｂ
、行
政
か
ら
の
情
報
発
信
と
、会
員
事
業

所
の
広
報
宣
伝
と
し
て
Ｐ
Ｖ
を
流
す
。今

な
ら
ば
世
界
遺
産
検
定
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、

ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座
の
録
画
を
流
す
の
も
い

い
だ
ろ
う
。但
し
、ラ
ン
ダ
ム
に
流
す
の
で

は
な
く
、予
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
告
知

し
て
お
き
た
い
。

　
さ
て
、「
会
議
所
会
員
と
大
学
生
が
自
由

に
使
え
、地
域
の
未
来
の
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
、ワ
ー
ク
、ス
タ
デ
ィ
と
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
た
め
に
活
用
し
、学
生
と
地
域
事

業
所
と
が
気
軽
に
交
流
す
る
と
と
も
に
、

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
を
期
待
し
応
援

す
る
」こ
と
が
で
き
る「
学
び
・交
流
と
情

報
発
信
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
」に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
だ
ろ
う
。

　
ま
ち
づ
く
り
と
起
業
の
拠
点
と
し
て

「
福
岡
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
」が
参
考

に
な
る（http://startupcafe.jp

）。

　
福
岡
市
は
国
家
戦
略
特
区「
創
業
特
区
」

の
指
定
を
受
け
て
以
降
、起
業
家
育
成
に

力
を
注
ぎ
、２
０
１
４
年
10
月
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
を
開
業
し
た
。起
業
相
談

に
応
じ
る
専
門
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）が
常
駐
し
、起
業

の
準
備
や
相
談
が
で
き
、多
種
多
様
な
人

た
ち
が
集
い
、新
し
い
価
値
を
生
み
だ
す

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。起
業
家
同

士
が
人
脈
を
作
る
場
と
し
て
も
機
能
す

る
。「
い
つ
か
起
業
し
た
い
」、「
具
体
的
な

ア
イ
デ
ア
が
あ
る
」、「
資
金
調
達
を
し
た

い
」、「
仲
間
を
探
し
た
い
」、「
起
業
後
の
ご

相
談
」な
ど
様
々
な
利
用
の
仕
方
が
あ
る
。

　
２
０
１
７
年
５
月
の
段
階
で
相
談
件
数

は
延
べ
約
４
３
０
０
件
、開
業
前
に
比
べ
６

倍
に
達
し
、起
業
数
は
１
０
０
社
を
超
え

た
。当
所
の
起
業
実
績
は
、２
０
１
５
年
度

16
社
、２
０
１
６
年
度
14
社
、２
０
１
７
年

度
９
社
で
あ
っ
た
。

　
福
岡
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
の
基
本

的
な
機
能
は
、「
情
報
提
供
・相
談
・交
流
機

能
」「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
開
業
窓
口
機
能
」「
人

材
確
保
支
援
機
能
」で
あ
る
。福
岡
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
機
能
を
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
情
報
提
供
・相
談
・交
流
機
能
」

補
助
金
な
ど
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
関
す
る
行

政
情
報
の
提
供
や
、公
的
・民
間
支
援
団
体
が

実
施
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
の
周

知
及
び
内
容
説
明

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
中
心
に
な
り
、創
業
マ
イ

ン
ド
の
醸
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
・イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・開
催
。ま
た
、福

岡
市
を
は
じ
め
、国
・県
・民
間
支
援
機
関
な
ど

の
セ
ミ
ナ
ー
・イ
ベ
ン
ト
を
カ
フ
ェ
で
開
催

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、創
業
を
目
指
す
方

と
必
要
な
支
援
者
な
ど
を
繋
ぐ

創
業
か
ら
海
外
及
び
福
岡
進
出（
フ
ク
オ
カ 

グ
ロ
ー
バ
ル 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
）に

関
す
る
様
々
な
相
談
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
対

応（
英
語
で
の
相
談
対
応
も
可
能
）。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
関
心
が
あ
る
人
で
構
成

さ
れ
る「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」を
開
設

し
、ク
ラ
ブ
会
員
向
け
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
情

報
の
提
供
、セ
ミ
ナ
ー
・交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催

　
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
開
業
窓
口
機
能
」

創
業
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
対
応
す
る
と
と
も
に
、手
続
き
に
必
要

な
専
門
家
を
紹
介
し
、ス
ム
ー
ズ
な
創
業
手
続

き
の
サ
ポ
ー
ト

創
業
に
必
要
な
専
門
家
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

カ
フ
ェ
に
招
い
て
、創
業
手
続
き
相
談
会
を
開

催
。必
要
書
類
や
記
載
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

と
も
に
、必
要
が
あ
れ
ば
代
行
手
続
き
の
相
談

に
も
対
応

　
「
人
材
確
保
支
援
機
能
」（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
人

材
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

創
業
企
業
で
働
き
た
い
官
民
の
人
材
と
雇
用

を
希
望
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ

創
業
企
業
で
働
き
た
い
官
民
の
人
材
や
雇
用

を
希
望
す
る
企
業
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

交
流
会
を
開
催
し
、双
方
の
出
合
い
の
提
供

　
彦
根
の
場
合
、ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
と
同
じ
フ

ロ
ア
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。彦
根
か

ら
海
外
へ
！ 

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し

た
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
の
開
設
は
ど

う
だ
ろ
う
。目
的
は
シ
ン
プ
ル
で
判
り
や
す

い
。学
生
の
方
に
も
リ
ア
ル
に
学
ん
で
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。目
的
が
明
ら

か
に
な
れ
ば
、利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
、必
要
な
情
報
発
信（
広
報

も
含
む
）に
つ
い
て
も
フ
ロ
ア
デ
ザ
イ
ン
が

可
能
に
な
っ
て
い
く
。

　
本
気
の
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
の
プ
ラ
ン
を
携
え
、福
岡
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
へ
の
視
察
が
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
１
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
特
徴
は
、通

路
と
し
て
常
時
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。こ
の
通
路
を
活
か
し
た
情
報
発
信

や
集
客
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。現
在
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
に
、「
世
界
遺
産

コ
ー
ナ
ー
」が
設
置
さ
れ
、世
界
遺
産
検
定

の
テ
キ
ス
ト
や
問
題
集
を
自
由
に
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。テ
ー
マ
を
設
定

し
た
、観
光
・文
化
・ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
企
画
展
示
も
で
き
る
だ
ろ
う
。勿
論
、ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
空
間
の
見
本
市
や
学
び

の
仕
掛
け
づ
く
り
は
必
要
だ
。通
路
の
活
用

と
い
う
視
点
か
ら
も
、蔵
書
０
冊
の
本
棚
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

（http://m
achi-library.org/

）の
仕

組
み
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。参
加
者
自
ら

書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
本
を
持
ち
寄

り
、本
棚
に「
植
本
」す
る
こ
と
で
、参
加
者

自
ら
の
手
で
図
書
館
を
育
て
て
い
く
。勉
強

会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、様
々
な
テ
ー
マ

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、本
や
イ
ベ
ン
ト

を
媒
体
と
し
て
、市
民
、学
生
、企
業
人
な
ど

の
多
様
な
人
が
集
ま
り
、人
と
人
と
の
出
会

い
と
交
流
の
場
と
な
り
、会
議
所
と
地
域
を

つ
な
ぐ
場
と
な
る
だ
ろ
う
。「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
」と「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

の
相
性
も
良
い
。

　
改
め
て
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
考
察
し

た
い
。
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学
び
と
交
流
、

そ
し
て
ニュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

ミーティングスペースまちライブラリー＠大阪府立大学（2015年1月20日撮影）

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ（
ジ
ェ
ト
ロ
：
日
本
貿
易
振

興
機
構
）は
、当
所
会
員
の
大
半
を
占
め
る

中
小
企
業
の
海
外
展
開
や
、海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
輸
出
・
投
資
を
検
討
し
て
い
る
企

業
に
対
し
、総
合
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
経
済
産
業

省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
。人
口

減
少
が
予
想
さ
れ
る
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

比
較
し
て
、海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
大
き
な

可
能
性
が
あ
り
、海
外
戦
略
を
志
す
時
に
大

き
な
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
で
き
る
機
関
だ
。

　
こ
れ
ま
で
、海
外
取
引
に
挑
戦
す
る
滋
賀

県
内
事
業
所
の
多
く
は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪

本
部
に
相
談
す
る
か
、大
津
の
公
益
財
団
法

人
滋
賀
県
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
の
貿
易
投
資

相
談
窓
口
に
、大
阪
本
部
と
の
橋
渡
し
を
頼

ん
で
い
た
。相
談
支
援
内
容
に
も
よ
る
が
、

大
抵
は
複
数
回
訪
問
す
る
こ
と
に
な
る
。県

内
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー

が
で
き
れ
ば
格
段
に
利
便
性
が
良
く
な
り
、

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
た
。

　
当
所
で
は
、県
内
企
業
の
国
際
化
推
進
の

た
め
に
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
要

望
し
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、滋
賀
県
よ
り「
ジ
ェ

ト
ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置
要
望

書
」を
２
０
１
６
年
12
月
に
受
領
。２
０
１

７
年
３
月
２
日
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
副
理
事
長

が
滋
賀
県
知
事
を
訪
問
し
、滋
賀
県
に
対
し

貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置
決
定
に
係
る
通

知
書
を
手
交
し
、当
所
１
階
に
設
置
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
産

業
展
示
室
は
、２
０
１
７
年
７
月
の
ジ
ェ
ト

ロ
滋
賀
開
設
を
目
指
し
、急
ピ
ッ
チ
で
改
装

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。改
装
工
事

の
設
計
段
階
で
、１
階
は
ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
の

事
務
所
に
加
え
、

● 「
学
び
・交
流
と
情
報
発
信
の
た
め
の
ス 

　

ペ
ー
ス
」

● 「
会
議
所
会
員
と
大
学
生
が
自
由
に
使

　

え
、地
域
未
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
ス

　

ペ
ー
ス
」

● 「
ワ
ー
ク
、ス
タ
デ
ィ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

　

た
め
に
活
用
し
、学
生
と
地
域
事
業
所
と

　

が
気
軽
に
交
流
す
る
と
と
も
に
ニ
ュ
ー

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
を
期
待
し
応
援
す
る

　

ス
ペ
ー
ス
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
フ
リ
ー

　

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
を
前
提
に
設

　

計
さ
れ
た
。

　
本
年
度
、「
学
生
と
会
員
事
業
所
の
交
流

の
場
」と
い
う
テ
ー
マ
を
模
索
す
る
中
で
、

試
験
的
に
、滋
賀
大
学
経
済
学
部
で
行
わ
れ

て
い
る
地
域
社
会
の
発
展
を
担
う
人
材
を

育
成
し
、地
域
課
題
解
決
を
テ
ー
マ
と
す
る

Ｐ
Ｂ
Ｌ（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・ベ
ー
ス
ド・ラ
ー

ニ
ン
グ
）型
授
業
と
連
携
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、「
働
き
方
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・企
業

経
営
者
と
語
り
つ
く
す
＠
彦
根
商
工
会
議

所
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
具
体
的
な
テ
ー
マ
は
、

● 

地
域
産
業
に
つ
い
て
の
講
義

● 

商
工
会
議
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
講
義

● 

魅
力
発
信
に
つ
い
て
の
企
業
の
現
状
と

　

課
題
に
つ
い
て
の
講
義

● 

企
業
経
営
者
ら
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

　

カ
ッ
シ
ョ
ン

● 

若
者
に
響
く
企
業
の
魅
力
発
信
ア
イ
デ

　

ア
の
検
討
と
提
案

　
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
授
業
は
、地
元
企
業
経
営
者
と

学
生
が
交
流
し
な
が
ら
、講
義
や
演
習
を
行

い
、直
接
経
営
者
か
ら
創
業
や
事
業
承
継
時

の
想
い
、事
業
経
営
に
あ
た
っ
て
の
苦
楽
、

今
後
の
展
望
等
を
聞
き
、学
生
ら
が
地
元
企

業
の
抱
え
る
課
題
を
理
解
す
る
と
と
も
に

自
身
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
機
会

と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
４
月
・３
回
／
５
月
・５
回
／
６
月
・４

回
／
７
月
・１
回
、こ
の
う
ち
１
階
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
９
回
の
演
習

は
当
所
が
担
当
し
た
。

　
７
月
17
日（
火
）の
最
終
講
義
で
は
企
業

関
係
者
に
対
し
て「
大
学
生
目
線
に
よ
る

企
業
の
魅
力
発
信
ア
イ
デ
ア
」と
題
し
て

報
告
会
を
開
催
。30
名
の
学
生
が
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
も
の
づ
く
り
企
業

編
」「
商
業
・サ
ー
ビ
ス
業
編
」「
都
会
・大
手

企
業
就
職
指
向
」「
地
方
・中
小
企
業
就
職

指
向
」を
テ
ー
マ
に
、地
元
企
業
な
ど
関
係

者
約
50
名
に
、そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。学
生
は
２
年
生
が
中

心
で
あ
り
、内
容
に
関
し
て
は
新
鮮
さ
に

欠
け
、想
定
内
、既
知
の
も
の
ば
か
り
で

あ
っ
た
が
、彼
ら
に
と
っ
て
は
新
鮮
な
経

験
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
後
継

続
す
る
こ
と
で
、会
議
所
職
員
や
企
業
人

ら
と
の
関
わ
り
が
増
え
、授
業
以
外
で
学

生
と
企
業
の
連
携
や
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　
し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
は
期
待
す
る
こ

と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
授
業
と

の
連
携
で
、彼
ら
学
生
が
会
議
所
の
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
訪
れ
る
理
由
は
、そ
の

場
所
に
設
定
さ
れ
た
演
習
の
２
単
位
を
得

る
こ
と
に
あ
る
か
ら
だ
。可
能
性
が
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、演
習
に
訪
れ
た
と
き
、彼

ら
が
も
う
一
度
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
、

価
値
や
魅
力
を
会
議
所
側
が
提
案
で
き
る

か
ど
う
か
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
準

備
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

何
も
し
な
け
れ
ば
、毎
年
の
消
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
終
わ
る
の
は
必
至
だ
。

　
交
流
が
生
ま
れ
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

創
る
た
め
に
は
、利
用
す
る
価
値
を
最
大

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に

は
シ
ン
プ
ル
で
解
り
や
す
い
目
的
が
必
要

だ
。

　
２
０
１
７
年
７
月
の
ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
開

設
で
、産
業
展
示
室
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
生
ま
れ
か
わ
り
、３
つ
の
ス
ペ
ー

ス
コ
ン
セ
プ
ト
で
、新
た
な
空
間
が
誕
生

し
た
。「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
」「
カ
ウ
ン

タ
ー
エ
リ
ア
」「
コ
ー
ヒ
ー
エ
リ
ア（
コ
ー

ナ
ー
）」で
あ
る
。

　
55
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
２
台
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
用
ス
ク
リ
ー
ン
、コ
ー
ヒ
ー
マ
シ

ン
１
台
が
既
に
設
備
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
思
い
つ
く
の
は
、55
イ
ン
チ
モ
ニ

タ
ー
２
台
の
活
用
で
あ
る
。会
議
所
、Ｏ
Ｔ

Ｂ
、行
政
か
ら
の
情
報
発
信
と
、会
員
事
業

所
の
広
報
宣
伝
と
し
て
Ｐ
Ｖ
を
流
す
。今

な
ら
ば
世
界
遺
産
検
定
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、

ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座
の
録
画
を
流
す
の
も
い

い
だ
ろ
う
。但
し
、ラ
ン
ダ
ム
に
流
す
の
で

は
な
く
、予
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
告
知

し
て
お
き
た
い
。

　
さ
て
、「
会
議
所
会
員
と
大
学
生
が
自
由

に
使
え
、地
域
の
未
来
の
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
、ワ
ー
ク
、ス
タ
デ
ィ
と
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
た
め
に
活
用
し
、学
生
と
地
域
事

業
所
と
が
気
軽
に
交
流
す
る
と
と
も
に
、

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
を
期
待
し
応
援

す
る
」こ
と
が
で
き
る「
学
び
・交
流
と
情

報
発
信
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
」に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
だ
ろ
う
。

　
ま
ち
づ
く
り
と
起
業
の
拠
点
と
し
て

「
福
岡
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
」が
参
考

に
な
る（http://startupcafe.jp

）。

　
福
岡
市
は
国
家
戦
略
特
区「
創
業
特
区
」

の
指
定
を
受
け
て
以
降
、起
業
家
育
成
に

力
を
注
ぎ
、２
０
１
４
年
10
月
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
を
開
業
し
た
。起
業
相
談

に
応
じ
る
専
門
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）が
常
駐
し
、起
業

の
準
備
や
相
談
が
で
き
、多
種
多
様
な
人

た
ち
が
集
い
、新
し
い
価
値
を
生
み
だ
す

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。起
業
家
同

士
が
人
脈
を
作
る
場
と
し
て
も
機
能
す

る
。「
い
つ
か
起
業
し
た
い
」、「
具
体
的
な

ア
イ
デ
ア
が
あ
る
」、「
資
金
調
達
を
し
た

い
」、「
仲
間
を
探
し
た
い
」、「
起
業
後
の
ご

相
談
」な
ど
様
々
な
利
用
の
仕
方
が
あ
る
。

　
２
０
１
７
年
５
月
の
段
階
で
相
談
件
数

は
延
べ
約
４
３
０
０
件
、開
業
前
に
比
べ
６

倍
に
達
し
、起
業
数
は
１
０
０
社
を
超
え

た
。当
所
の
起
業
実
績
は
、２
０
１
５
年
度

16
社
、２
０
１
６
年
度
14
社
、２
０
１
７
年

度
９
社
で
あ
っ
た
。

　
福
岡
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
の
基
本

的
な
機
能
は
、「
情
報
提
供
・相
談
・交
流
機

能
」「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
開
業
窓
口
機
能
」「
人

材
確
保
支
援
機
能
」で
あ
る
。福
岡
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
機
能
を
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
情
報
提
供
・相
談
・交
流
機
能
」

補
助
金
な
ど
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
関
す
る
行

政
情
報
の
提
供
や
、公
的
・民
間
支
援
団
体
が

実
施
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
の
周

知
及
び
内
容
説
明

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
中
心
に
な
り
、創
業
マ
イ

ン
ド
の
醸
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
・イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・開
催
。ま
た
、福

岡
市
を
は
じ
め
、国
・県
・民
間
支
援
機
関
な
ど

の
セ
ミ
ナ
ー
・イ
ベ
ン
ト
を
カ
フ
ェ
で
開
催

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、創
業
を
目
指
す
方

と
必
要
な
支
援
者
な
ど
を
繋
ぐ

創
業
か
ら
海
外
及
び
福
岡
進
出（
フ
ク
オ
カ 

グ
ロ
ー
バ
ル 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
）に

関
す
る
様
々
な
相
談
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
対

応（
英
語
で
の
相
談
対
応
も
可
能
）。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
関
心
が
あ
る
人
で
構
成

さ
れ
る「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」を
開
設

し
、ク
ラ
ブ
会
員
向
け
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
情

報
の
提
供
、セ
ミ
ナ
ー
・交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催

　
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
開
業
窓
口
機
能
」

創
業
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
対
応
す
る
と
と
も
に
、手
続
き
に
必
要

な
専
門
家
を
紹
介
し
、ス
ム
ー
ズ
な
創
業
手
続

き
の
サ
ポ
ー
ト

創
業
に
必
要
な
専
門
家
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

カ
フ
ェ
に
招
い
て
、創
業
手
続
き
相
談
会
を
開

催
。必
要
書
類
や
記
載
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

と
も
に
、必
要
が
あ
れ
ば
代
行
手
続
き
の
相
談

に
も
対
応

　
「
人
材
確
保
支
援
機
能
」（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
人

材
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

創
業
企
業
で
働
き
た
い
官
民
の
人
材
と
雇
用

を
希
望
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ

創
業
企
業
で
働
き
た
い
官
民
の
人
材
や
雇
用

を
希
望
す
る
企
業
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

交
流
会
を
開
催
し
、双
方
の
出
合
い
の
提
供

　
彦
根
の
場
合
、ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
と
同
じ
フ

ロ
ア
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。彦
根
か

ら
海
外
へ
！ 

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し

た
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
の
開
設
は
ど

う
だ
ろ
う
。目
的
は
シ
ン
プ
ル
で
判
り
や
す

い
。学
生
の
方
に
も
リ
ア
ル
に
学
ん
で
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。目
的
が
明
ら

か
に
な
れ
ば
、利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
、必
要
な
情
報
発
信（
広
報

も
含
む
）に
つ
い
て
も
フ
ロ
ア
デ
ザ
イ
ン
が

可
能
に
な
っ
て
い
く
。

　
本
気
の
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
の
プ
ラ
ン
を
携
え
、福
岡
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
へ
の
視
察
が
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
１
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
特
徴
は
、通

路
と
し
て
常
時
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。こ
の
通
路
を
活
か
し
た
情
報
発
信

や
集
客
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。現
在
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
に
、「
世
界
遺
産

コ
ー
ナ
ー
」が
設
置
さ
れ
、世
界
遺
産
検
定

の
テ
キ
ス
ト
や
問
題
集
を
自
由
に
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。テ
ー
マ
を
設
定

し
た
、観
光
・文
化
・ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
企
画
展
示
も
で
き
る
だ
ろ
う
。勿
論
、ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
空
間
の
見
本
市
や
学
び

の
仕
掛
け
づ
く
り
は
必
要
だ
。通
路
の
活
用

と
い
う
視
点
か
ら
も
、蔵
書
０
冊
の
本
棚
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

（http://m
achi-library.org/

）の
仕

組
み
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。参
加
者
自
ら

書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
本
を
持
ち
寄

り
、本
棚
に「
植
本
」す
る
こ
と
で
、参
加
者

自
ら
の
手
で
図
書
館
を
育
て
て
い
く
。勉
強

会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、様
々
な
テ
ー
マ

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、本
や
イ
ベ
ン
ト

を
媒
体
と
し
て
、市
民
、学
生
、企
業
人
な
ど

の
多
様
な
人
が
集
ま
り
、人
と
人
と
の
出
会

い
と
交
流
の
場
と
な
り
、会
議
所
と
地
域
を

つ
な
ぐ
場
と
な
る
だ
ろ
う
。「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
カ
フ
ェ
」と「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

の
相
性
も
良
い
。

　
改
め
て
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
考
察
し

た
い
。

●

●●●●

●●●●
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北
殿
と
南
殿
の
高
宮
氏

書院東庭（彦根市指定文化財）

Treasure Hunting
OHMI

其
の
七  

神
應
山  

高
宮
寺

高
宮
寺
の
始
ま
り

　
「Treasure H

unting O
H
M
I

」は
旧

彦
根
藩
領
に
存
在
す
る
宝
も
の（
歴
史
遺

産
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
彦
根
城
世
界
遺

産
登
録
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
ま
っ
た
。

其
の
七
は
中
山
道
高
宮
宿
の「
高
宮
寺
」。

「
こ
う
ぐ
う
じ
」と
い
う
。岩
田
郁
然（
い
く

ね
ん
）住
職
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、高
宮

の
歴
史
に
詳
し
く
幕
末
フ
ェ
チ
を
自
称
す

る
馬
庭
将
行
さ
ん
が
担
当
し
た
。

馬
庭
将
行
さ
ん　
高
宮
寺
さ
ん
は
家
が
近

所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
の
頃
の

遊
び
場
で
し
た
。境
内
の
三
本
杉
が
邪
魔

で
三
角
ベ
ー
ス（
ゴ
ム
ボ
ー
ル
野
球
）は
余

所
で
し
て
い
ま
し
た…

…
。と
こ
ろ
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
仰
せ
つ
か
り
、高
宮
寺

の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
自
分
に
愕

然
。少
し
下
調
べ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、今

日
は
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
奈
良
時
代
に
行
基（
ぎ
ょ
う
き
）大
僧
正

が
、仏
教
布
教
の
た
め
高
宮
に
伽
藍
を
建

立
し
た
の
が
始
ま
り
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、お
寺
の
歴
史
か
ら
お
話
し
い
た
だ
け

ま
す
か
？

岩
田
郁
然
住
職　
馬
庭
さ
ん
た
ち
の
三
角

ベ
ー
ス
の
楽
し
み
を
邪
魔
し
て
い
た
三
本

杉
は
高
宮
寺
の
神
木
で
、あ
ま
り
に
大
き

く
な
り
す
ぎ
、現
在
の
も
の
は
昭
和
42
年

（
１
９
６
７
）に
植
え
替
え
た
２
代
目
で

す
。樹
下
の
小
さ
な
石
碑
に
は
、四
面
に
東

西
南
北
の
方
位
、そ
し
て「
高
宮
の
寺
の
し

る
し
に
た
て
る
杉
、ち
と
せ
の
色
も
見
え

る
な
る
べ
し
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。平
安

末
期
の
歌
壇
の
第
一
人
者
、藤
原
俊
成（
１

１
１
４
〜
１
２
０
８
）の
作
と
伝
わ
り
ま

す
。植
え
替
え
て
い
な
け
れ
ば
、多
賀
大
社

の
森
の
杉
と
同
じ
く
ら
い
の
高
さ
が
あ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

馬
庭
さ
ん　
石
碑
に
そ
ん
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
と
は…

…

、三
本
杉
は
高
宮
寺

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ
っ
た
の
で
す
ね
。『
高

宮
町
史
』に「
天
狗
が
居
住
し
、深
夜
に
砂

礫
を
投
じ
た
と
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い

る
」と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。子
ど
も
の
頃

に
こ
の
伝
説
を
知
っ
て
い
た
ら
邪
魔
と
は

思
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　　

岩
田
住
職　
高
宮
寺
は
中
山
道
を
東
へ
入

っ
た
所
、高
宮
城
跡
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

歴
史
は
古
く
、奈
良
時
代
に
行
基（
６
６
８

〜
７
４
９
）大
僧
正
と
婆
羅
門
僧
正
が
、仏

教
応
化（
お
う
げ
）の
霊
地
を
選
び
伽
藍
を

建
立
し
て「
称
讃
院（
し
ょ
う
さ
ん
い
ん
）」

と
号
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。行
基
は
、東

大
寺
の
大
仏
を
造
っ
た
人
物
で
す
。婆
羅

門
は
イ
ン
ド
出
身
の
菩
提
遷
那（
ぼ
だ
い
せ

ん
な・７
０
４
〜
７
６
０
）の
こ
と
で
、天
平

８
年（
７
３
６
）に
来
日
し
て
い
ま
す
。行

基
は
自
ら
刻
ん
だ
十
一
面
観
音
を
本
尊
と

し
て
安
置
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
天
台
宗

に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、平
安
時
代
の
後

期
、久
寿
２
年（
１
１
５
５
）に
雷
火
で
焼

失
し
、寺
院
の
か
た
ち
を
残
す
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
中
期
、弘
安
２
年（
１
２
７

９
）、時
宗
の
開
祖
一
遍
智
真（
１
２
３
９

〜
１
２
８
９
）上
人
が
諸
国
遊
行（
ゆ
ぎ
ょ

う
）の
途
中
、称
讃
院
で
賦
算（
ふ
さ
ん
）を

行
い
ま
し
た
。「
遊
行
」は
、僧
が
各
地
を
巡

り
歩
い
て
修
行
ま
た
は
布
教
す
る
こ
と
。

「
賦
算
」は
、時
宗
に
お
い
て「
南
無
阿
弥
陀

仏
、決
定
往
生
六
十
万
人
」と
記
し
た「
念

仏
札
」を
配
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。一
遍
智

真
は
、踊
り
念
仏
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
ね
。

　
そ
し
て
こ
の
時
、北
殿
の
高
宮
氏
初
代

宗
忠（
む
ね
た
だ
）が
、一
遍
の
威
徳
を
仰
い

で
一
宇（
い
ち
う
）を
建
立
し
ま
す
。「
一
宇
」

と
は
一
棟
の
建
物
で
す
。

　
そ
の
後
、一
遍
の
弟
子
で
後
を
継
ぎ
時

宗
の
二
祖
と
な
っ
た
他
阿
真
教（
た
あ
し
ん

き
ょ
う
）の
多
賀
社（
現
在
の
多
賀
大
社
）参

詣
を
機
に
、正
安
元
年（
１
２
９
９
）、高
宮

寺
は
天
台
宗
か
ら
時
宗
に
改
宗
、真
教
を

開
基
と
し
、切
阿（
せ
つ
あ
）上
人
を
開
山
と

し
ま
し
た
。「
開
基
」は
、寺
院
ま
た
は
宗
派

を
創
立（
創
建
）し
た
人
物
、「
開
山
」は
、初

代
住
職
と
な
っ
た
僧
侶
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。切
阿
上
人
は
一
遍
の
弟
子
の
ひ
と
り

で
す
。

馬
庭
さ
ん　
高
宮
氏
に
つ
い
て
は
少
し
は

知
っ
て
お
り
ま
す
。

　
中
世
の
荘
園
が
あ
っ
た
頃
、こ
の
辺
り

を
領
し
て
い
た
の
が
高
宮
氏
で
し
た
。高

宮
氏
に
は
２
系
統
あ
り
、ひ
と
つ
は
鎌
倉

時
代
末
に
当
地
へ
地
頭
と
し
て
や
っ
て
き

た
紀
州
の
櫟（
い
ち
い
）氏
を
祖
と
す
る
高

宮
氏
で
、初
代
が
宗
忠
で
す
。当
時
の
有
力

者
で
あ
り
高
宮
城
主
で
し
た
。も
う
ひ
と

つ
の
系
統
は
、将
軍
足
利
義
持（
よ
し
も
ち
）

か
ら
勲
功
と
し
て
６
万
貫
を
与
え
ら
れ
て

当
地
に
入
っ
た
六
角
氏
頼（
う
じ
よ
り
）の

３
男
信
高（
の
ぶ
た
か
）を
祖
と
す
る
高
宮

氏
で
す
。宗
忠
の
系
統
が
北
殿
の
高
宮
氏
、

信
高
の
系
統
が
南
殿
の
高
宮
氏
で
す
。信

高
が
や
っ
て
き
た
の
は
北
殿
の
高
宮
氏
の

４
代
高
義
の
と
き
で
し
た
が
、し
だ
い
に

信
高
に
勢
力
を
奪
わ
れ
て
弱
体
化
し
て
い

き
ま
す
。

　
そ
し
て
、天
正
元
年（
１
５
７
３
）に
高

宮
寺
は
織
田
信
長
の
小
谷
城
攻
め
の
結

果
、再
び
焼
失
し
ま
す
。高
宮
氏
は
浅
井
氏

と
命
運
を
共
に
し
、『
高
宮
町
史
』に
は
、

「
同
年
８
月
28
日
、高
宮
宗
光
が
小
谷
城
で

戦
死
。そ
の
子
宗
久
は
小
谷
城
を
脱
出
し

て
高
宮
城
に
帰
り
、翌
29
日
、城
に
火
を
放

っ
て
一
族
は
離
散
。高
宮
城
や
隣
接
す
る

高
宮
寺
は
炎
上
し
、灰
燼
に
帰
し
た
」と
あ

り
ま
す
。

岩
田
住
職　
高
宮
寺
は
北
殿
・
南
殿
の
両

高
宮
氏
の
菩
提
寺
で
、現
在
で
も
高
宮
氏

の
６
基
の
墓
石
が
残
っ
て
い
ま
す
。

馬
庭
さ
ん　
お
話
を
う
か
が
っ
て
気
に
な

っ
て
い
る
の
が
、「
宗
忠
は
一
遍
の
威
徳
を

仰
い
だ
」と
い
う
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
威

厳
と
人
徳
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う…

…

。

そ
し
て
高
宮
寺
の
開
基
は「
他
阿
真
教
の

多
賀
社
参
詣
を
機
に
」と
い
う
こ
と
で
す

が
、多
賀
社
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

岩
田
住
職　
も
う
少
し
詳
し
く
話
し
ま
す

と
、『
高
宮
寺
縁
起
』や『
近
江
国
多
賀
大
明

神
御
霊
夢
常
行
念
仏
興
行
之
縁
起
』に
は

お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。一
遍
上
人
が
称
讃
院
で
賦
算
を
さ
れ

て
い
る
と
き
、ち
ょ
う
ど
多
賀
社
の
祭
礼

で
神
輿
が
渡
御
し
て
い
ま
し
た
が
、何
故

か
称
讃
院
の
前
で
突
然
動
か
な
く
な
り
ま

す
。「
こ
の
辺
り
に
聖
が
い
る
か
ら
我
を
結

縁
さ
せ
よ
」と
多
賀
神
の
神
託
が
あ
り
、一

遍
上
人
が
十
念
を
唱
え
、「
授
阿
弥
陀
仏
」

の
法
号
を
与
え
る
と
、神
輿
が
再
び
動
き

は
じ
め
、無
事
祭
礼
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
も
の
で
す
。宗
忠
は
こ
の
不

思
議
な
出
来
事
に
威
徳
を
感
じ
た
の
で
し

ょ
う
。

　
他
阿
真
教
も
こ
の
結
縁
で
、多
賀
社
参

詣
の
と
き「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と「
授
阿
弥

陀
仏
」「
成
安
元
年
八
月
日
」の
文
字
を
鋳

た
円
鏡
を
内
陣
に
お
さ
め
ま
し
た
。多
賀

社
で
は
真
教
に「
神
明
の
森
」を
奉
っ
て

「
遊
行
の
森
」と
い
い
、一
遍
を
ま
つ
る
聖

宮
を
建
て
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
当
時
日
本
で
は
、仏・菩
薩
が
衆
生
を
救

う
た
め
に
神
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
る
と
い

う「
本
地
垂
迹（
ほ
ん
じ
す
い
じ
ゃ
く
）」の

考
え
方
が
一
般
的
で
し
た
。一
遍
上
人
は

「
専
ら
神
明
の
威
を
仰
ぎ
、本
地
の
徳
を
軽

ん
ず
る
な
か
れ
」と
神
を
仏
と
と
も
に
崇

敬
す
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。多
賀

神
の
本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
な
の
で
す
。

　
高
宮
寺
の
山
号
は「
神
應
山
」で
す
。神

に
応
え
る
寺
と
い
う
意
味
で
す
。こ
の
話

は
、時
宗
と
多
賀
神
と
の
習
合
を
説
く
縁

起
と
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

馬
庭
さ
ん　
多
賀
社
は
坊
人（
ぼ
う
に
ん
）

が
神
札
を
も
ち
、各
地
を
巡
り
布
教
し
て

歩
き
、多
賀
信
仰
を
広
め
て
い
き
ま
し
た
。

時
宗
の
遊
行
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。多
賀

社
は
戦
国
大
名
や
井
伊
家
の
保
護
を
受
け

て
い
ま
す
が
、情
報
収
集
能
力
が
魅
力
的

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。高
宮

宗
忠
も
、諸
国
の
事
情
を
知
る
と
い
う
思

惑
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岩
田
住
職　
勿
論
、そ
の
よ
う
な
理
由
も

あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、一
遍
上
人
は

南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
絶
対
的
救
済
力

が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。信
者

の
信
仰
の
あ
り
方
を
問
わ
ず
、「
南
無
阿
弥

陀
仏
」を
唱
え
る
こ
と
で
往
生
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
説
い
た
の
で
す
。乱
れ
た
世

に
あ
っ
て
貴
族
、侍
、武
士
も
庶
民
も
皆
、

来
世
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

馬
庭
さ
ん　
多
賀
社
で
延
命
を
、高
宮
寺

で
極
楽
往
生
を
願
い
、し
か
も
、諸
国
情
報

も
入
手
で
き
る
理
想
的
な
か
た
ち
を
、宗

忠
は
手
に
入
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

岩
田
住
職　
高
宮
寺
に
は
、貴
重
な
寺
宝

が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
、

「
黒
ぼ
と
け
」と
呼
ば
れ
る「
伝
切
阿
坐
像
」

（
鎌
倉
時
代
後
期
）は
国
指
定
重
要
文
化
財

で
す
。嘉
暦
２
年（
１
３
２
７
）に
仏
師
法

橋
仙
賢（
ほ
っ
き
ょ
う
せ
ん
け
ん
）に
よ
っ
て

造
ら
れ
た
も
の
で
、肉
付
き
が
よ
い
鼻
と

一
文
字
に
結
ん
だ
口
元
な
ど
、細
か
い
特

徴
を
表
す
顔
や
、猫
背
ぎ
み
に
背
を
丸
め

た
大
柄
な
体
な
ど
、自
然
で
表
情
豊
か
に

上
人
の
姿
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。黒

漆
塗
り
で
、目
に
は
水
晶
が
は
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
。時
宗
僧
侶
の
肖
像
彫
刻
の
中
で
、

鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
唯
一
の
も
の
で
、肖
像
彫
刻
の
秀
作

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。「
黒
ぼ
と

け
」は
本
堂
に
安
置
し
て
い
ま
す
の
で
、い

つ
で
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
絵
画
で
は
、「
他
阿
真
教
像
」（
南
北
朝
〜

室
町
時
代
）が
滋
賀
県
指
定
文
化
財
。そ
の

ほ
か
、「
伝
熊
野
権
現
影
向
図
」（
南
北
朝
時

代
）、「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」（
鎌
倉
時
代

後
期
）は
彦
根
市
指
定
文
化
財
で
す
。中
世

の
早
い
時
期
か
ら
、現
在
ま
で
こ
れ
ら
の

寺
宝
が
受
け
継
が
れ
た
の
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
に
高
宮
寺
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、人
々
の
厚
い
信
仰
の
基
盤
が
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
馬
庭
さ
ん　
織
田
信
長
の
小
谷
城
攻
め
の

後
、高
宮
寺
は
ど
ん
な
ふ
う
だ
っ
た
の
で

す
か
？

岩
田
住
職　
高
宮
城
落
城
の
と
き
、伽
藍

を
焼
失
し
た
高
宮
寺
は
、そ
の
後
１
０
０

年
ほ
ど
は
草
庵
で
仏
像
を
守
り
、わ
ず
か

に
寺
院
だ
と
判
る
程
度
だ
っ
た
よ
う
で

す
。高
宮
寺
は
、信
長
・
秀
吉
の
勢
力
の
も

と
で
も
地
子（
租
税
）が
免
除
さ
れ
る
な
ど

保
護
政
策
が
と
ら
れ
、江
戸
時
代
に
も
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。佐
和
山
城
主
石
田
三

成
も
保
護
し
、父・石
田
正
継
が
高
宮
寺
に

宛
て
た
書
状
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。現
存

の
本
堂
は
元
禄
５
年（
１
６
９
２
）に
落
成

し
ま
し
た
。寛
政
８
年（
１
７
９
６
）に
は

庫
裏
の
建
立
に
際
し
て
、彦
根
藩
井
伊
家

か
ら
材
木
を
拝
領
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、境
内
の
地
蔵
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
地
蔵
菩
薩
像
は
、彦
根
藩
第
４
代
藩

主
井
伊
直
興
公
が
寄
進
さ
れ
た
も
の
で

す
。多
く
の
子
を
亡
く
さ
れ
た
直
興
公
の

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

高
宮
寺
は
、井
伊
直
孝
公
の
代
よ
り
、彦
根

城
内
の
時
報
鐘
の
鐘
を
撞
く
役
を
明
治
維

新
ま
で
務
め
て
い
ま
し
た
。

馬
庭
さ
ん　
石
田
三
成
と
も
関
係
が
あ
っ

た
の
で
す
ね
。と
な
る
と
ど
う
し
て
も
気

に
な
る
の
が
、司
馬
遼
太
郎
の『
関
ヶ
原
』

の「
島
左
近
が
、近
江
高
宮
郷
の
庵
に
訪
ね

て
き
た
三
成
を
は
じ
め
て
見
た
と
き
、

…
…

」と
い
う
一
文
が
ど
う
し
て
も
気
に

な
り
ま
す
。司
馬
さ
ん
が
何
の
根
拠
も
な

く
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
く
は
ず
が
な

く
、左
近
の
庵
は
高
宮
寺
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
の
で
す
。こ
こ

で
暮
ら
し
て
い
る
だ
け
で
諸
国
の
情
勢
が

判
り
ま
す
か
ら…

…

。

岩
田
住
職　
想
像
し
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
歴
史
は
、ロ
マ
ン
が
あ
っ
て
面
白
い
で

す
ね
。

▶国指定重要文化財 伝切阿坐像（黒ぼとけ）。銘文「嘉暦二年丁卯六月一日 仏師法橋仙賢」が墨で記されている▶目尻と目元がほのかに赤く生きているかのようである▶井伊直興公寄進 地蔵菩薩像
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題字：nanami nanasawa
写真：Koichi Morishima

日時  2018.11.２. Fri .

会場  清凉寺  彦根市古沢町1110
18：00開場・18：30開演

佐野史郎＆山本恭司
「小泉八雲 朗読のしらべin 彦根」

出演
佐野史郎（俳優）
山本恭司（ギタリスト）
小泉　凡（小泉八雲曾孫・民俗学者）
真鍋晶子（アイルランド文学者）

定員    200名（自由席）
前売   5,000円　 当日  5,500円（中学生以上）

山本恭司弾き語り弾きまくり
ギター三昧スペシャルwith滋賀の歌姫まつうらようこ 
日時  2018.10.6.Sat. 
           17:30～20:00
会場  ひこね市文化プラザ
　　  メッセホール

定員　200名（自由席）
前売　4,000円
当日　    4,500円（中学生以上）
　　    いずれもワンドリンク付き

世界で活躍するシンガー・ギタリスト山本恭司が、アコースティック、エレクト
リックギターを駆使し感動的な世界を紡ぎあげる贅沢なソロライヴ。今回は特別
ゲストとして滋賀の歌姫まつうらようこを迎え、彼女のステージ、そして二人の共
演もお楽しみいただけるスペシャル・メニュー !!

彦根商工会議所創立８０周年記念事業 http://www.hikone-cci.or.jp/

上演時間
小泉凡＆真鍋晶子 トーク　18：30～ 19：00
朗読パフォーマンス　　 　19：10～ 21：00

▶Ticket Agency
ビバシティ平和堂  サービスセンター 

TEL.0749-27-5585
アル・プラザ彦根  サービスセンター 

TEL.0749-24-4196
ひこね市文化プラザ  チケットセンター

TEL.0749-27-5200
滋賀県立文化産業交流会館

TEL.0749-52-5111
彦根商工会議所

TEL.0749-22-4551

絶望の淵から蘇る輪廻のしらべ

■お問合せ 
彦根商工会議所 
TEL.0749-22-4551

山本 恭司 （やまもと・きょうじ）profile
ミュージシャン。島根県松江市出身。15歳でギターをはじめ、18歳でヤマハ・ネム音楽院に入学。
その頃より天才ギタリストとしての呼び声高く、在学中にBOW WOWのリード・ギタリスト、リード・
ボーカリストに抜擢される。バンド活動以外にも、ギター・インストゥルメンタル・アルバムのリリース
やジャズ・フュージョン系ミュージシャンとのセッション、アコースティックの弾き語り、最近では俳優・
佐野史郎との｢朗読のしらべ｣の音楽を担当するなど、他アーティストのプロデュースに至るまで、
その幅広い音楽性を武器に世界の音楽シーンで活躍している。

佐野 史郎 （さの・しろう）
俳優。島根県松江市出身。1975年、
劇団シェイクスピア・シアターの創
立に参加。1980年より劇団状況劇
場（唐十郎主宰）を経て、1986年林
海象監督「夢みるように眠りたい」
で映画主演デビュー。1992年テレ
ビドラマ「ずっとあなたが好きだっ
た」（TBS）のマザコン男、“冬彦”役が社会現象となる。1999年、
映画「カラオケ」で初監督。2006年、植田正治の写真をモンター
ジュした映像作品「つゆのひとしずく」（DVD/2006年/東映ア
ニメーション）を監督。アレクサンドル・ソクーロフ監督「太陽」、
カン・ジェギュ監督「マイウェイ」など海外作品にも出演。これま
での出演作品は110本を超える。幼少期から幻想怪奇の世界
に親しみ、松江ゆかりのラフカディオ・ハーン＝小泉八雲にも惹
かれていた。映像の仕事にたずさわるようになり、ますます小
泉八雲作品と関わる機会も増え、2006年に松江で始まった小
泉八雲の朗読は今やライフワークとなっている。BOWWOW
の山本恭司とは松江南高校の同級生で、音楽を通じて当時か
ら深く親交が続いている。

井
伊
家
と
の
関
係

　
「Treasure H

unting O
H
M
I

」は
旧

彦
根
藩
領
に
存
在
す
る
宝
も
の（
歴
史
遺

産
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
彦
根
城
世
界
遺

産
登
録
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
ま
っ
た
。

其
の
七
は
中
山
道
高
宮
宿
の「
高
宮
寺
」。

「
こ
う
ぐ
う
じ
」と
い
う
。岩
田
郁
然（
い
く

ね
ん
）住
職
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、高
宮

の
歴
史
に
詳
し
く
幕
末
フ
ェ
チ
を
自
称
す

る
馬
庭
将
行
さ
ん
が
担
当
し
た
。

馬
庭
将
行
さ
ん　
高
宮
寺
さ
ん
は
家
が
近

所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
の
頃
の

遊
び
場
で
し
た
。境
内
の
三
本
杉
が
邪
魔

で
三
角
ベ
ー
ス（
ゴ
ム
ボ
ー
ル
野
球
）は
余

所
で
し
て
い
ま
し
た…

…

。と
こ
ろ
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
仰
せ
つ
か
り
、高
宮
寺

の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
自
分
に
愕

然
。少
し
下
調
べ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、今

日
は
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
奈
良
時
代
に
行
基（
ぎ
ょ
う
き
）大
僧
正

が
、仏
教
布
教
の
た
め
高
宮
に
伽
藍
を
建

立
し
た
の
が
始
ま
り
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、お
寺
の
歴
史
か
ら
お
話
し
い
た
だ
け

ま
す
か
？

岩
田
郁
然
住
職　
馬
庭
さ
ん
た
ち
の
三
角

ベ
ー
ス
の
楽
し
み
を
邪
魔
し
て
い
た
三
本

杉
は
高
宮
寺
の
神
木
で
、あ
ま
り
に
大
き

く
な
り
す
ぎ
、現
在
の
も
の
は
昭
和
42
年

（
１
９
６
７
）に
植
え
替
え
た
２
代
目
で

す
。樹
下
の
小
さ
な
石
碑
に
は
、四
面
に
東

西
南
北
の
方
位
、そ
し
て「
高
宮
の
寺
の
し

る
し
に
た
て
る
杉
、ち
と
せ
の
色
も
見
え

る
な
る
べ
し
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。平
安

末
期
の
歌
壇
の
第
一
人
者
、藤
原
俊
成（
１

１
１
４
〜
１
２
０
８
）の
作
と
伝
わ
り
ま

す
。植
え
替
え
て
い
な
け
れ
ば
、多
賀
大
社

の
森
の
杉
と
同
じ
く
ら
い
の
高
さ
が
あ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

馬
庭
さ
ん　
石
碑
に
そ
ん
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
と
は…

…

、三
本
杉
は
高
宮
寺

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ
っ
た
の
で
す
ね
。『
高

宮
町
史
』に「
天
狗
が
居
住
し
、深
夜
に
砂

礫
を
投
じ
た
と
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い

る
」と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。子
ど
も
の
頃

に
こ
の
伝
説
を
知
っ
て
い
た
ら
邪
魔
と
は

思
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　　

岩
田
住
職　
高
宮
寺
は
中
山
道
を
東
へ
入

っ
た
所
、高
宮
城
跡
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

歴
史
は
古
く
、奈
良
時
代
に
行
基（
６
６
８

〜
７
４
９
）大
僧
正
と
婆
羅
門
僧
正
が
、仏

教
応
化（
お
う
げ
）の
霊
地
を
選
び
伽
藍
を

建
立
し
て「
称
讃
院（
し
ょ
う
さ
ん
い
ん
）」

と
号
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。行
基
は
、東

大
寺
の
大
仏
を
造
っ
た
人
物
で
す
。婆
羅

門
は
イ
ン
ド
出
身
の
菩
提
遷
那（
ぼ
だ
い
せ

ん
な・７
０
４
〜
７
６
０
）の
こ
と
で
、天
平

８
年（
７
３
６
）に
来
日
し
て
い
ま
す
。行

基
は
自
ら
刻
ん
だ
十
一
面
観
音
を
本
尊
と

し
て
安
置
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
天
台
宗

に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、平
安
時
代
の
後

期
、久
寿
２
年（
１
１
５
５
）に
雷
火
で
焼

失
し
、寺
院
の
か
た
ち
を
残
す
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
中
期
、弘
安
２
年（
１
２
７

９
）、時
宗
の
開
祖
一
遍
智
真（
１
２
３
９

〜
１
２
８
９
）上
人
が
諸
国
遊
行（
ゆ
ぎ
ょ

う
）の
途
中
、称
讃
院
で
賦
算（
ふ
さ
ん
）を

行
い
ま
し
た
。「
遊
行
」は
、僧
が
各
地
を
巡

り
歩
い
て
修
行
ま
た
は
布
教
す
る
こ
と
。

「
賦
算
」は
、時
宗
に
お
い
て「
南
無
阿
弥
陀

仏
、決
定
往
生
六
十
万
人
」と
記
し
た「
念

仏
札
」を
配
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。一
遍
智

真
は
、踊
り
念
仏
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
ね
。

　
そ
し
て
こ
の
時
、北
殿
の
高
宮
氏
初
代

宗
忠（
む
ね
た
だ
）が
、一
遍
の
威
徳
を
仰
い

で
一
宇（
い
ち
う
）を
建
立
し
ま
す
。「
一
宇
」

と
は
一
棟
の
建
物
で
す
。

　
そ
の
後
、一
遍
の
弟
子
で
後
を
継
ぎ
時

宗
の
二
祖
と
な
っ
た
他
阿
真
教（
た
あ
し
ん

き
ょ
う
）の
多
賀
社（
現
在
の
多
賀
大
社
）参

詣
を
機
に
、正
安
元
年（
１
２
９
９
）、高
宮

寺
は
天
台
宗
か
ら
時
宗
に
改
宗
、真
教
を

開
基
と
し
、切
阿（
せ
つ
あ
）上
人
を
開
山
と

し
ま
し
た
。「
開
基
」は
、寺
院
ま
た
は
宗
派

を
創
立（
創
建
）し
た
人
物
、「
開
山
」は
、初

代
住
職
と
な
っ
た
僧
侶
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。切
阿
上
人
は
一
遍
の
弟
子
の
ひ
と
り

で
す
。

馬
庭
さ
ん　
高
宮
氏
に
つ
い
て
は
少
し
は

知
っ
て
お
り
ま
す
。

　
中
世
の
荘
園
が
あ
っ
た
頃
、こ
の
辺
り

を
領
し
て
い
た
の
が
高
宮
氏
で
し
た
。高

宮
氏
に
は
２
系
統
あ
り
、ひ
と
つ
は
鎌
倉

時
代
末
に
当
地
へ
地
頭
と
し
て
や
っ
て
き

た
紀
州
の
櫟（
い
ち
い
）氏
を
祖
と
す
る
高

宮
氏
で
、初
代
が
宗
忠
で
す
。当
時
の
有
力

者
で
あ
り
高
宮
城
主
で
し
た
。も
う
ひ
と

つ
の
系
統
は
、将
軍
足
利
義
持（
よ
し
も
ち
）

か
ら
勲
功
と
し
て
６
万
貫
を
与
え
ら
れ
て

当
地
に
入
っ
た
六
角
氏
頼（
う
じ
よ
り
）の

３
男
信
高（
の
ぶ
た
か
）を
祖
と
す
る
高
宮

氏
で
す
。宗
忠
の
系
統
が
北
殿
の
高
宮
氏
、

信
高
の
系
統
が
南
殿
の
高
宮
氏
で
す
。信

高
が
や
っ
て
き
た
の
は
北
殿
の
高
宮
氏
の

４
代
高
義
の
と
き
で
し
た
が
、し
だ
い
に

信
高
に
勢
力
を
奪
わ
れ
て
弱
体
化
し
て
い

き
ま
す
。

　
そ
し
て
、天
正
元
年（
１
５
７
３
）に
高

宮
寺
は
織
田
信
長
の
小
谷
城
攻
め
の
結

果
、再
び
焼
失
し
ま
す
。高
宮
氏
は
浅
井
氏

と
命
運
を
共
に
し
、『
高
宮
町
史
』に
は
、

「
同
年
８
月
28
日
、高
宮
宗
光
が
小
谷
城
で

戦
死
。そ
の
子
宗
久
は
小
谷
城
を
脱
出
し

て
高
宮
城
に
帰
り
、翌
29
日
、城
に
火
を
放

っ
て
一
族
は
離
散
。高
宮
城
や
隣
接
す
る

高
宮
寺
は
炎
上
し
、灰
燼
に
帰
し
た
」と
あ

り
ま
す
。

岩
田
住
職　
高
宮
寺
は
北
殿
・
南
殿
の
両

高
宮
氏
の
菩
提
寺
で
、現
在
で
も
高
宮
氏

の
６
基
の
墓
石
が
残
っ
て
い
ま
す
。

馬
庭
さ
ん　
お
話
を
う
か
が
っ
て
気
に
な

っ
て
い
る
の
が
、「
宗
忠
は
一
遍
の
威
徳
を

仰
い
だ
」と
い
う
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
威

厳
と
人
徳
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う…

…

。

そ
し
て
高
宮
寺
の
開
基
は「
他
阿
真
教
の

多
賀
社
参
詣
を
機
に
」と
い
う
こ
と
で
す

が
、多
賀
社
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

岩
田
住
職　
も
う
少
し
詳
し
く
話
し
ま
す

と
、『
高
宮
寺
縁
起
』や『
近
江
国
多
賀
大
明

神
御
霊
夢
常
行
念
仏
興
行
之
縁
起
』に
は

お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。一
遍
上
人
が
称
讃
院
で
賦
算
を
さ
れ

て
い
る
と
き
、ち
ょ
う
ど
多
賀
社
の
祭
礼

で
神
輿
が
渡
御
し
て
い
ま
し
た
が
、何
故

か
称
讃
院
の
前
で
突
然
動
か
な
く
な
り
ま

す
。「
こ
の
辺
り
に
聖
が
い
る
か
ら
我
を
結

縁
さ
せ
よ
」と
多
賀
神
の
神
託
が
あ
り
、一

遍
上
人
が
十
念
を
唱
え
、「
授
阿
弥
陀
仏
」

の
法
号
を
与
え
る
と
、神
輿
が
再
び
動
き

は
じ
め
、無
事
祭
礼
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
も
の
で
す
。宗
忠
は
こ
の
不

思
議
な
出
来
事
に
威
徳
を
感
じ
た
の
で
し

ょ
う
。

　
他
阿
真
教
も
こ
の
結
縁
で
、多
賀
社
参

詣
の
と
き「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と「
授
阿
弥

陀
仏
」「
成
安
元
年
八
月
日
」の
文
字
を
鋳

た
円
鏡
を
内
陣
に
お
さ
め
ま
し
た
。多
賀

社
で
は
真
教
に「
神
明
の
森
」を
奉
っ
て

「
遊
行
の
森
」と
い
い
、一
遍
を
ま
つ
る
聖

宮
を
建
て
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
当
時
日
本
で
は
、仏・菩
薩
が
衆
生
を
救

う
た
め
に
神
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
る
と
い

う「
本
地
垂
迹（
ほ
ん
じ
す
い
じ
ゃ
く
）」の

考
え
方
が
一
般
的
で
し
た
。一
遍
上
人
は

「
専
ら
神
明
の
威
を
仰
ぎ
、本
地
の
徳
を
軽

ん
ず
る
な
か
れ
」と
神
を
仏
と
と
も
に
崇

敬
す
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。多
賀

神
の
本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
な
の
で
す
。

　
高
宮
寺
の
山
号
は「
神
應
山
」で
す
。神

に
応
え
る
寺
と
い
う
意
味
で
す
。こ
の
話

は
、時
宗
と
多
賀
神
と
の
習
合
を
説
く
縁

起
と
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

馬
庭
さ
ん　
多
賀
社
は
坊
人（
ぼ
う
に
ん
）

が
神
札
を
も
ち
、各
地
を
巡
り
布
教
し
て

歩
き
、多
賀
信
仰
を
広
め
て
い
き
ま
し
た
。

時
宗
の
遊
行
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。多
賀

社
は
戦
国
大
名
や
井
伊
家
の
保
護
を
受
け

て
い
ま
す
が
、情
報
収
集
能
力
が
魅
力
的

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。高
宮

宗
忠
も
、諸
国
の
事
情
を
知
る
と
い
う
思

惑
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岩
田
住
職　
勿
論
、そ
の
よ
う
な
理
由
も

あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、一
遍
上
人
は

南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
絶
対
的
救
済
力

が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。信
者

の
信
仰
の
あ
り
方
を
問
わ
ず
、「
南
無
阿
弥

陀
仏
」を
唱
え
る
こ
と
で
往
生
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
説
い
た
の
で
す
。乱
れ
た
世

に
あ
っ
て
貴
族
、侍
、武
士
も
庶
民
も
皆
、

来
世
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

馬
庭
さ
ん　
多
賀
社
で
延
命
を
、高
宮
寺

で
極
楽
往
生
を
願
い
、し
か
も
、諸
国
情
報

も
入
手
で
き
る
理
想
的
な
か
た
ち
を
、宗

忠
は
手
に
入
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

岩
田
住
職　
高
宮
寺
に
は
、貴
重
な
寺
宝

が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
、

「
黒
ぼ
と
け
」と
呼
ば
れ
る「
伝
切
阿
坐
像
」

（
鎌
倉
時
代
後
期
）は
国
指
定
重
要
文
化
財

で
す
。嘉
暦
２
年（
１
３
２
７
）に
仏
師
法

橋
仙
賢（
ほ
っ
き
ょ
う
せ
ん
け
ん
）に
よ
っ
て

造
ら
れ
た
も
の
で
、肉
付
き
が
よ
い
鼻
と

一
文
字
に
結
ん
だ
口
元
な
ど
、細
か
い
特

徴
を
表
す
顔
や
、猫
背
ぎ
み
に
背
を
丸
め

た
大
柄
な
体
な
ど
、自
然
で
表
情
豊
か
に

上
人
の
姿
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。黒

漆
塗
り
で
、目
に
は
水
晶
が
は
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
。時
宗
僧
侶
の
肖
像
彫
刻
の
中
で
、

鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
唯
一
の
も
の
で
、肖
像
彫
刻
の
秀
作

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。「
黒
ぼ
と

け
」は
本
堂
に
安
置
し
て
い
ま
す
の
で
、い

つ
で
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
絵
画
で
は
、「
他
阿
真
教
像
」（
南
北
朝
〜

室
町
時
代
）が
滋
賀
県
指
定
文
化
財
。そ
の

ほ
か
、「
伝
熊
野
権
現
影
向
図
」（
南
北
朝
時

代
）、「
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
」（
鎌
倉
時
代

後
期
）は
彦
根
市
指
定
文
化
財
で
す
。中
世

の
早
い
時
期
か
ら
、現
在
ま
で
こ
れ
ら
の

寺
宝
が
受
け
継
が
れ
た
の
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
に
高
宮
寺
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、人
々
の
厚
い
信
仰
の
基
盤
が
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
馬
庭
さ
ん　
織
田
信
長
の
小
谷
城
攻
め
の

後
、高
宮
寺
は
ど
ん
な
ふ
う
だ
っ
た
の
で

す
か
？

岩
田
住
職　
高
宮
城
落
城
の
と
き
、伽
藍

を
焼
失
し
た
高
宮
寺
は
、そ
の
後
１
０
０

年
ほ
ど
は
草
庵
で
仏
像
を
守
り
、わ
ず
か

に
寺
院
だ
と
判
る
程
度
だ
っ
た
よ
う
で

す
。高
宮
寺
は
、信
長
・
秀
吉
の
勢
力
の
も

と
で
も
地
子（
租
税
）が
免
除
さ
れ
る
な
ど

保
護
政
策
が
と
ら
れ
、江
戸
時
代
に
も
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。佐
和
山
城
主
石
田
三

成
も
保
護
し
、父・石
田
正
継
が
高
宮
寺
に

宛
て
た
書
状
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。現
存

の
本
堂
は
元
禄
５
年（
１
６
９
２
）に
落
成

し
ま
し
た
。寛
政
８
年（
１
７
９
６
）に
は

庫
裏
の
建
立
に
際
し
て
、彦
根
藩
井
伊
家

か
ら
材
木
を
拝
領
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、境
内
の
地
蔵
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
地
蔵
菩
薩
像
は
、彦
根
藩
第
４
代
藩

主
井
伊
直
興
公
が
寄
進
さ
れ
た
も
の
で

す
。多
く
の
子
を
亡
く
さ
れ
た
直
興
公
の

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

高
宮
寺
は
、井
伊
直
孝
公
の
代
よ
り
、彦
根

城
内
の
時
報
鐘
の
鐘
を
撞
く
役
を
明
治
維

新
ま
で
務
め
て
い
ま
し
た
。

馬
庭
さ
ん　
石
田
三
成
と
も
関
係
が
あ
っ

た
の
で
す
ね
。と
な
る
と
ど
う
し
て
も
気

に
な
る
の
が
、司
馬
遼
太
郎
の『
関
ヶ
原
』

の「
島
左
近
が
、近
江
高
宮
郷
の
庵
に
訪
ね

て
き
た
三
成
を
は
じ
め
て
見
た
と
き
、

…
…

」と
い
う
一
文
が
ど
う
し
て
も
気
に

な
り
ま
す
。司
馬
さ
ん
が
何
の
根
拠
も
な

く
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
く
は
ず
が
な

く
、左
近
の
庵
は
高
宮
寺
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
の
で
す
。こ
こ

で
暮
ら
し
て
い
る
だ
け
で
諸
国
の
情
勢
が

判
り
ま
す
か
ら…

…

。

岩
田
住
職　
想
像
し
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
歴
史
は
、ロ
マ
ン
が
あ
っ
て
面
白
い
で

す
ね
。

寺
宝
と
信
仰

▶井伊家から寄進を受けた庫裏の材木。「八ツ尾御山 拝領木 五十本之内」と彫られている。別の材木には「寛政八丙辰年 拝領木 五十本之内」とある

神
應
山  

高
宮
寺

彦
根
市
高
宮
町
２
３
３
５

ｔ
ｅ
ｌ
・
０
７
４
９-

２
２-

７
８
２
２
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R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成30年６月８日～平成30年６月27日 会員数1633件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

建築、ビルメンテナンス 北川　文之
建築工事業 馬場　常雄

建設業
建設業 ㈱馬場建築企画 彦根市地蔵町296-1

北川商店 彦根市橋向町35
建設業 ㈱アシタカ 電気工事業 芦高　忠雄 彦根市高宮町2940-1
観光・サービス ㈱ヒューマンサービス 人材派遣業 山﨑　智幸 彦根市大東町13-1
理財 たきい司法書士事務所 司法書士、行政書士 瀧井　剛 彦根市芹川町1474-10

　
通
常
議
員
総
会
は
６
月
27
日
、当
所
に
て

議
員
52
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・
木
村
・
中
川

副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
ら
が
出
席
、来

賓
に
大
久
保
彦
根
市
長
と
辻
市
産
業
部
次

長
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
会
頭
が
挨
拶
の
後
、議
長
に
就
任
。

議
案（
１
）新
入
会
員
７
件
の
承
認
、（
２
）彦

根
商
工
会
議
所
就
業
規
則
及
び
再
雇
用
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、志
賀
谷
専
務
理

事
か
ら
説
明
の
後
、議
長
が
諮
り
、満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
、（
３
）平
成
29
年
度
事

業
報
告
、（
４
）〜（
12
）平
成
29
年
度
一
般
会

計
、中
小
企
業
相
談
所
会
計
、役
職
員
退
職

給
与
積
立
金
会
計
、建
物
・Ｉ
Ｔ
保
全
維
持

積
立
金
会
計
、会
館
敷
金（
預
り
金
）会
計
、

労
働
保
険
事
務
組
合
会
計
、共
済
事
業
会
計
、

別
途
積
立
金
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
収
支
決
算

に
つ
い
て
専
務
理
事
、事
務
局
長
か
ら
説
明

の
後
、川
村
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、

議
長
が
諮
っ
た
と
こ
ろ
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、（
１
）議
員
の

職
務
を
行
う
者
の
変
更
届
、（
２
）理
財
部
会

の
副
部
会
長
の
辞
任
届
と
選
任
に
つ
い
て
、

（
３
）部
会
・
委
員
会
等
の
報
告
が
あ
り
、閉

会
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、（
特
非
）世
界
遺
産
ア
カ
デ
ミ
ー

主
任
研
究
員
の
宮
澤
光
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
と
世
界
遺
産
の

街
づ
く
り
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

―

通
常
議
員
総
会―

―

金
属
工
業
部
会―

　
６
月
28
日
に
長
浜
市
の「
高
橋
金
属
㈱
本

社
工
場
」見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
27
名
で
し
た
。高
橋
金
属
は
、

金
属
塑
性
加
工
技
術
力
を
基
盤
に
大
手

メ
ー
カ
向
け
の
各
種
精
密
機
械
部
品
か
ら

ユ
ニ
ッ
ト
加
工
品
、組
立
完
成
品
へ
と
業
容

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。市
場
創
造
型
企
業
へ

の
転
換
を
目
指
し
て
独
自
の
電
解
イ
オ
ン

水
脱
脂
洗
浄
機
の
事
業
化
に
成
功
し
て
い

ま
す
。開
発
リ
ス
ク
を
考
え
て
、国
の
補
助

金
獲
得
に
も
成
果
を
出
し
、今
年「
も
の
づ

く
り
日
本
大
賞　
特
別
賞
」を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

　
工
場
見
学
は
プ
レ
ス
工
場
、フ
ァ
イ
バ
ー

レ
ー
ザ
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
見
学
し
、先
端
設
備

導
入
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
補
助
金
獲
得
や
新
事
業

に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
属
塑
性
加
工
の
先
端
設
備
を
見
学

―

も
の
づ
く
り
塾
セ
ミ
ナ
ー―

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

６
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

当
所
創
立
80
周
年
実
行
委
員
会

６
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

３
市
４
町
会
議

６
月
20
日　
当
所
に
て
開
催

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

６
月
20
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

高
等
学
校
進
路
担
当
者
と
の
情
報

交
換
会

６
月
22
日　
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク

ホ
テ
ル
に
て
開
催

Tech Kids CAM
P

メ
ン
タ
ー

養
成
講
習
会

６
月
23
日
・
７
月
７
・
８
日　
当
所

に
て
開
催

世
界
遺
産
検
定
受
検
対
策
講
座

６
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

当
所
創
立
80
周
年
実
行
委
員
会

式
典
部
会

６
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

当
所
創
立
80
周
年
実
行
委
員
会

講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
提
言
部
会

６
月
26
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
工
業
用
水
道
受
水
者
連
絡
協

議
会

６
月
26
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議
、通
常
議
員
総
会

６
月
27
日　
当
所
に
て
開
催

も
の
づ
く
り
塾　
企
業
見
学
会

６
月
28
日　
高
橋
金
属
本
社
工
場

に
て
開
催

近
江「
美
食
都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
美
食
料
理
セ
ミ
ナ
ー

７
月
１
日　
大
阪
ガ
スD

ILIPA

彦
根
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

企
画
委
員
会
コ
ン
テ
ン
ツ
部
会

７
月
５
日　
当
所
に
て
開
催

世
界
遺
産
検
定

７
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

滋
賀
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

７
月
10
日　
当
所
に
て
開
催

建
設
業
部
会　
正
副
部
会
長
会
議

７
月
11
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

総
務
委
員
会

７
月
12
日　
当
所
に
て
開
催

経
営
に
す
ぐ
役
立
つ
簿
記
講
座

７
月
12
日　
当
所
に
て
開
催

金
属
工
業
部
会　
幹
事
会

７
月
13
日　
伊
勢
幾
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

し
た
。宮
澤
氏
に
は
、世
界
遺
産
を
学
ぶ
こ

と
で
多
様
な
文
化
や
自
然
が
あ
る
こ
と
を

学
び
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、世
界
遺
産
の
中
に
は
都
市
開
発
等

で
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る

遺
産
が
あ
る
こ
と
、フ
ラ
ン
ス
で
は
建
築
や

景
観
は
公
共
に
属
す
る
と
い
う
考
え
で
景

観
規
制
制
度
が
作
ら
れ
て
お
り
、日
本
の
建

築
や
景
観
の
制
度
と
の
違
い
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、世
界
遺
産

に
な
る
前
に
地
域
の
人
々
が
街
の
将
来
像

を
考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、伝
統

的
な
景
観
を
守
り
、質
を
高
め
る
こ
と
は
、

地
域
の
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強

化
し
、街
を
訪
れ
る
観
光
客
の
満
足
度
向
上

に
つ
な
が
る
点
で
、持
続
可
能
な
社
会
と
関

係
す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
所
金
属
工
業
部
会（
清
水
克
己
部
会
長
）は
、７

月
13
日
に
伊
勢
幾
に
て
幹
事
12
人
が
出
席
し
て
幹

事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
清
水
部
会
長
挨
拶
の
後
、協
議
に
入
り
、こ
れ
ま

で
の
部
会
活
動
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
資
料
に
基

づ
き
説
明
し
ま
し
た
。

　
30
年
度
の
部
会
活
動
に
つ
い
て
は
、木
ノ
内
氏

よ
り
、本
年
春
に
オ
ー
プ
ン
し
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
概
要
説
明
が
お
こ
な
わ
れ
、視

察
見
学
会
を
11
月
に
日
帰
り
で
開
催
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、当
所
80
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
、中
川
副
会
頭
よ
り
概
要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

部
会
活
動
等
に
つ
い
て
協
議

Ｉ
ｏ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
研
修

―

Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根
６
月
度
例
会―

　
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会（
南

大
介
会
長
）は
、６
月
15
日
に
当
所

に
て
、６
月
度
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
第
１
部
は
、「
す
べ
て
の
モ
ノ
が

「
つ
な
が
る
」新
た
な
未
来
へ
〜
Ｉ

ｏ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「Sigfox

」〜
」

と
題
し
て
、京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部 

大
木
副
事

業
部
長
よ
り
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
使
わ
れ
て

い
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
こ
と
か
ら
省

電
力
で
低
コ
ス
ト
の
無
線
通
信
シ

ス
テ
ム
ま
で
ご
説
明
い
た
だ
き
、今

後
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
直
結
で
き
る

内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、滋
賀
県
に
お
け
る
Ｉ

ｏ
Ｔ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、滋
賀

県
商
工
観
光
労
働
部
モ
ノ
づ
く
り

振
興
課 

小
川
栄
司
課
長
よ
り
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

TEL.22-4551・ FAX.26-2730

・現場ではこんな労働トラブルが起きている！
・パワハラか否かを判定する３要素
・パワハラと指導教育の境界線とは
・パワハラ問題への肝になる対応策！
・セクシャルハラスメントとは？
・セクハラの２類型
・マタニティーハラスメントとは？
・マタハラにあたる言動の類型
・ハラスメントに該当しない例　　　…など

今、現場では
こんな労働トラブルが起きている！

ハラスメント問題の対処法について

８月21日（火）14：00～ 16：00
彦根商工会議所 4F会議室
無料
糀谷 博和 氏（社会保険労務士）

日　時
会　場
受講料
講　師
研修内容
  （予定）

お申込み・お問合せ ● 彦根商工会議所内 彦根雇対協事務局

　近年、ストレスに関連した「過労死（過労自殺）」や「精神疾患等」

の労災請求・認定件数が急増しており、企業には従業員の心の健康

（メンタルヘルス問題）にも「安全配慮義務違反」等による高額な損

害賠償請求の支払いを命じられる判例も出ています。

　今般、企業の管理職を対象に下記のとおり研修会を開催します。

労務
担当者
必聴！
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あわただしい日常に、ほんの少し自分と向き合う時間を
持ってみませんか？

参加したい回のみの受講も可!!

申込み・問合せ 彦根商工会議所  TEL.22-4551

40名（定員になり次第締切）
入会金 5,000円・受講料 1回3,000円

定　員
費　用

T U G U M I

第5回　 9月22日（土） 彦根商工会議所4階大ホール
テーマ　 「オリジナルゴム印作成」

第6回　 10月20日（土） 護國神社・宗安寺・清岸寺
　　　　　　　　　　　 ＊12:00 彦根駅西口集合
テーマ　 「日下部鳴鶴フィールドワーク」

第７回　 12月22日（土） 彦根商工会議所4階大ホール
テーマ　 「一年内観」

第8回　 1月19日（土） 彦根商工会議所4階大ホール
テーマ　 「書き初め」

第9回　 2月16日（土） 千代神社 参集殿
テーマ　 「つまみ細工」

第10回　 3月16日（土） 千代神社 参集殿
テーマ　 「奉納写経」

※年度途中のご入会（参加）も歓迎します。
※2016年度・2017年度にご入会された方は、入会金は不要です。

書家/継未-TUGUMI-代表 
前田鎌利師から、直接指導を受けることができます

毎月１回第３土曜日  13：00～15：00
（8月・11月は休講、12月は第4土曜日）

人
生
に
お
い
て
最
初
に
自
分
の
印
鑑
を
持

っ
た
の
は
い
つ
だ
ろ
う
か
？

私
が
幼
少
期
に
育
っ
た
福
井
県
で
は
、小
学

校
卒
業
時
に
印
鑑
を
賜
っ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。い
わ
ゆ
る
三
文
判
で
あ
る
。

実
は
、今
で
も
こ
の
三
文
判
を
大
切
に
使
っ

て
い
る
。

元
来
物
持
ち
が
良
い
の
も
あ
る
が
、そ
の
ま

ま
実
印
と
し
て
の
登
録
も
行
い
、こ
こ
ぞ
と

い
う
時
に
は
ず
っ
と
私
と
共
に
歩
ん
で
き

た
三
文
判
。

遡
る
と
現
存
す
る
日
本
最
古
の
印
は
現
在
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る『
漢
委
奴
国
王
』

の
金
印
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、

日
本
で
印
の
制
度
が
整
備
さ
れ
た
の
は
奈

良
時
代
。大
宝
元
年（
７
０
１
）律
令
制
が

整
っ
て
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、時
を
経
て
我
々
一
般
市
民
も
印
を

使
え
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、書
の
世
界
に

お
い
て
、印
を
用
い
る
の
は
作
品
が
完
成
し

た
時
に
押
印
す
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
。

書
の
場
合
、こ
れ
を「
落
款
」と
い
う
が
、こ

れ
は「
落
成
款
識
」の
略
で
、書
画
が
完
成

し
た
と
き
、そ
れ
が
自
作
で
あ
る
こ
と
を
示

す
た
め
、作
品
に
姓
名
、字
号
、年
月
、識
語

（
揮
毫
の
場
所
・
状
況
・
動
機
等
の
）、詩
文

な
ど
を
記
す
こ
と
。

現
在
で
は
、名
前（
雅
号
）を
書
い
て
印
を

押
す
こ
と
が
多
い
が
、こ
の
印
は
石
材
で
作

成
す
る
こ
と
が
多
い
。自
分
で
彫
る
書
家

も
い
れ
ば
篆
刻
家
に
依
頼
し
て
彫
っ
て
も

ら
う
方
も
い
る
。著
名
な
篆
刻
家
に
彫
っ

て
い
た
だ
い
た
印
は
一
生
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
月
22
日
の
彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾
で

は
、あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゴ
ム
印

を
作
成
い
た
だ
き
ま
す
。

約
１
㎝
四
方
の
ゴ
ム
印
に
皆
様
の
お
名
前

の
一
部
や
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
な
ど
を

写
し
、彫
刻
刀
で
彫
り
上
げ
ま
す
。

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
、そ
れ
で
い
て
、普

段
使
い
が
で
き
て
、一
生
自
分
の
そ
ば
に
置

い
て
お
け
る
。

皆
さ
ん
も
、是
非
自
作
の
印
を
身
近
に
お
い

て
愛
で
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

９
月
は「
印
を
極
め
る
」

　

寄
稿 

前
田
鎌
利
師

profile&concept
書家／プレゼンテーションクリエイター／株式会社 固 代表取締役／
一般社団法人 継未 代表理事
５歳より書を始め、東京学芸大学 教育学部 書道教員養成課程を卒業。
卒業後は書団体には所属せず、独立書家として活動。大学卒業後、阪
神・淡路大震災を機に「つながる」ことの重要性を意識して携帯電
話販売会社へ就職。2000年に携帯電話が普及してきたのを見て通
信会社へ転職。
2010年にソフトバンクアカデミアに第一期生として所属し、初年
度首席の成績を修める。
2014年に独立起業し、書道塾 継未-TUGUMI-を設立。
書道塾の経営、作品制作、個展、Work Shop等を通じて日本の伝統
文化である「書」を未来を担う子ども達へ、そして世界へ継いで行く
事を志として刻み続ける。
また、ソフトバンクアカデミアの実績より、新たな念いの表現ツー
ルとしてプレゼンテーション講師も行う。

講師 磯田道史（いそだ・みちふみ）氏
　　  国際日本文化研究センター 准教授

主催  彦根商工会議所 （tel.0749-22-4551）   ・  共催   滋賀中央信用金庫（一社）近江ツーリズムボード

第１講   2018年9月1日（土）
「日本史から見た世界遺産、そして彦根」

会場  彦根商工会議所 4階大ホール（彦根市中央町３-８）
時間 16：30受付開始／17：00スタート

現在彦根市では、彦根城を含めたエリアを普遍的な価値ある地域の
資産として世界遺産登録を目指しています。先日、「意見交換・応援
1000人委員会」が設立され、世界遺産登録を盛り上げる取り組みが始
まりました。彦根商工会議所はNPO法人世界遺産アカデミーと連携
し、世界遺産検定を初めて彦根で実施しました。今後も、世界遺産検
定を彦根で実施することで、学ぶ楽しさや世界遺産登録の意味を
知っていただき、ふるさとに誇りをもっていただければと願ってお
ります。そこで今回、少し視点をかえ、日本史という切り口から世界
遺産を俯瞰し、現在登録されている世界遺産及び彦根が日本史の中
でどのような立ち位置であるのかを日本史の専門家である磯田道史
氏に独自の切り口で解説いただく講演会を開催いたします。

1970年岡山市生まれ。慶應義塾大学大学院卒。博士（史学）。茨城大学助教
授、静岡文化芸術大学教授などを経て、現在、国際日本文化研究センター准
教授。著書に『武士の家計簿』（新潮新書、新潮ドキュメント賞受賞、2010年
映画化）、『近世大名家臣団の社会構造』（文春学藝ライブラリー）、『殿様の通
信簿』（新潮文庫）、『江戸の備忘録』（文春文庫）、『龍馬史』（文春文庫）、『日本人
の叡智』（新潮新書）、『歴史の愉しみ方』（中公新書）、『歴史の読み解き方』（朝
日新書）、『天災から日本史を読みなおす』（中公新書）など多数。『無私の日本
人』（文春文庫）の一編「穀田屋十三郎」が2016年「殿、利息でござる！」とし
て映画化された。

しごと・くらし・おもてなしで役立つ！  彦根プレミアム塾

彦根ヒストリア講座
コーディネーター  谷口 徹 氏
　　　　　　　 柏原宿歴史館館長・元彦根市教育委員会文化財部長

Hikone-Historia 2018

●定員 200名  ●受講料 会員500円／非会員・一般700円／学生無料

●お問合せ tel.0749-22-4551　ホームページからの申込みも可 http://www.hikone-cci.or.jp/

ホームページからの申込みも可

http://www.hikone-cci.or.jp/

●

世界遺産から見た彦根

2018彦根プレミアム書道塾 
「ひこね継未塾」受講生募集中!!

「日本の金融サービスの将来展望」

しがちゅうしんビジネスマッチングフェア

彦根商工会議所企画セミナー
しがちゅうしんビジネスマッチングフェア

彦根商工会議所企画セミナー
参加費

無料
定員150名
（先着順）9月6日木 15：00～16：30 彦根ビューホテル1Fセミナー会場（彦根市松原町網代口1435-91）

講師   日本銀行京都支店 支店長  鈴木 純一 氏

滋賀中央信用金庫本支店窓口
彦根商工会議所　 TEL.0749-22-4551

お問合せ
申込窓口

フィンテックとは…
Finance（金融）とTechnology（技術）を組み合わせた
略語。「ICTを駆使した革新的な金融商品・サービス」の
意味で使用される。仮想通貨やブロックチェーン等の
技術を活用することで金融機関が持つサービスを低コ
スト且つ高速で提供することが可能となる。

日本経済は、所得と支出の両面で息の長い景気回復が続く一
方、少子高齢化や人口減少に伴う様々な構造問題に直面して
います。今回の講演では、こうした状況の中での金融サービ
スの将来展望、とりわけ、フィンテックや仮想通貨などの新
しい技術がもたらす影響について解説します。

昭和40年５月26日生／東京都出身
平成  ２年３月 東京大学大学院工学系研究科修了
　　　　  ４月 日本銀行入行
平成12年５月 調査統計局調査役
平成14年７月 考査局調査役
平成16年３月 財務会計基準機構へ出向
平成18年７月 調査統計局企画役
平成22年７月 金融機構局
 金融高度化センター 副センター長
平成25年５月 決済機構局参事役
平成26年４月 下関支店長
平成28年４月 調査統計局参事役
平成30年５月 京都支店長

ら
っ
か
ん

ら
く
せ
い
か
ん 

し

「書は刻む事である」
遥か太古の昔、人類は文字を骨に刻んでいた。 刻む事がその原点である。その後、用具は変
遷しながらも、洋の東西を問わず「書く」ことは実用として営まれてきた。そして、現代はテ
クノロジーの進化で、人類は「書く」ことから「入力」することに推移しつつある。 「書く」こ
との本質は刻む事。 それは、その時の心の揺れや念いを文字として書き留める事。私は刻み
続ける。（写真 2018.8.3. UCL Institute of Education）
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YEG August.20l8青年部通信August.2018女性会通信   

青年部伝言板 ■彦根ばやし総おどり大会 8月10日（金）17時集合 於：市内商店街  ■夏季親睦例会 8月22日（水）18時30分～ 於：グランドデュークホテル   
■滋賀県版故郷の新しい風会議 9月14日（金）17時30分～ 於：ボストンプラザ草津  ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。
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催
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Ｇ
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催
！
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フ
を
通
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て
絆
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深
め
る
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去
る
６
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26
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に
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根
カ
ン
ト
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倶
楽
部
に
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
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フ
コ

ン
ペ
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開
催
し
ま
し
た
。

　
今
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は
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Ｂ
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ブ
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も
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て
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た
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催
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と
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ま
し
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、Ｏ
Ｂ
と
現
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バ
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レ
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。
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回
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っ
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初

め
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で
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、先
輩
や
仲
間

が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
丁
寧

に
教
え
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し
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ら
れ
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。
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る
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で
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
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長
浜
Ｙ
Ｅ
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管
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さ
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37
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。
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会
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単
会
の
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超
え
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会
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交
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睦
を
深
め
る
た
め
、今
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は
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種
の
競
技
を
用
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た
ス
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ー

ツ
例
会
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実
施
し
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し
た
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開
会
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あ
た
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清

水
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開
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代
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し
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備
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技
が
開
始
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れ
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し
た
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と
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め
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加
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る
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ

合
同
例
会
と
な
り
ま
し

た
が
、「
障
害
物
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争
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リ
レ
ー
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ど
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目
を
通
じ
て
、チ
ー
ム

対
抗
と
い
う
こ
と
も
あ

り
単
会
内
の
メ
ン
バ
ー

と
も
交
流
を
深
め
、協

力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

彦
根
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Ｅ
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は
優
勝
と

い
う
成
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を
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め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
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そ
の
後
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和
や

か
な
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囲
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の
も
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
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入
会
し
て
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以
外
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流
す
る
機
会
が
少

な
い
中
で
、今
回
の
合
同
例
会
で
は

大
き
な
刺
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を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
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本
例
会
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や
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が
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人
脈
が
参
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者
の
社
業
の
発

展
に
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が
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こ
と
を
祈
念
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と
と

も
に
、今
後
も
積
極
的
に
参
加
を
し
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と
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ま
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。
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　去る6月19日（火）、神戸ポートピアホテルにて神戸商工会議所女性会創
立20周年記念講演・式典が開催され、当女性会から8名が参加しました。
　この開催日の前日朝、大阪府北部地震がありましたが無事に開催され、
来賓・主催者の挨拶では阪神・淡路大震災からの復興の道のりや震災後に
設立された神戸商工会議所女性会の20年間についての言葉がありました。
　記念講演会では「私のファッション人生」と題しファッションデザイナー 
コシノヒロコ氏よりお話しがあり、現在年齢81歳だがやりたいことがたくさ
んある、とよく通る力強い声で語られました。
　懇親会のテーブルでは神戸女性会のメンバーおふたりにご一緒いただ
き、互いの事業や女性会活動など話が弾み、出会う方皆さんが経営者とし
てはつらつとされていた事が印象的でした。

■８月10日（金） 彦根ばやし総おどり大会　■８月11日（土） 18：00～ 納涼の集いINFORMATION

神戸商工会議所女性会創立20周年記念事業に出席 あのね～ 女性会事業所紹介

八ツ波印刷所  北川 きみ子

女性会事業所紹介

青
年
部
事
業
所
紹
介

ま
い
ど
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に

　
当
社
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４

０
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「
正
し
く
、上
手
く
、時
に
感
動

的
に
伝
え
る
」こ
れ
は
私
た
ち
の

合
言
葉
で
す
。

　
私
た
ち
の
事
業
で
、社
会
・
地

域
・
企
業
を
元
気
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
取
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で
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す
。

　
ま
た
、青
年
部
の
活
動
を
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じ

て
、多
く
の
方
々
と
交
流
を
深
め

な
が
ら
、地
域
の
発
展
に
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し
で

も
お
力
に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
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磯
部 

明
宏本社（竜王町）

ジェトロ講座 海外展開でのご相談はジェトロ滋賀へ
      0749-21-2450　   SIG@jetro.go.jp

ジェトロ滋賀からのご案内

貿易実務オンライン講座
～国際ビジネスへの第一歩。社内研修にも～

「貿易実務オンライン講座」は、長年、海外ビジネスに関する相談に応じているジェトロが、そのノウハウを活かし、
海外取引に欠かせない知識を体系的に、分かり易く学んで頂けるよう開発した講座です。

基礎編

レベルに合わせた4つの講座3つのメリット
講座内容と料金

詳しくはHPで！
https://www.jetro.go.jp/elearning

受講者数のべ5万人以上の実績 充実の学習サポート

受講者レベル

講座内容

一般受講料
＊割引制度あり 20,000円 24,000円 28,000円 20,000円

貿易実務初心者

応用編 英文契約編 中国輸出ビジネス編
実務経験1～3年程度 実務経験1～3年程度 中国輸出初心者の方

取引の流れに沿った会
話形式のアニメーショ
ン展開で、初心者も安
心。体系的に実務の流
れがつかめます。

現場で活用できる、実例
に基づいたトラブル対
処のノウハウが満載！
専門知識を深めます。

最新事例によるシュミ
レーション形式で、個別
条項を分かりやすく解
説します。

中国輸出に関する法制
度・規制の情報源など、
実際の業務にすぐ活用
できるツール・ノウハウ
が満載です。

　商工会議所青年部は、地域を担う
若手経営者による青年経済団体です。
活動は委員会組織を中心として、企業
経営の研修や地域活性化事業への参
画、会員相互の親睦事業を中心に活動
しています。
　また、日本全国の青年部ネットワー
クを活かし、他地域との交流も積極的
に行っています。
　商工会議所会員事業所の経営者
（その後継者）もしくは、事業所が推薦
する方で、25歳以上45歳以下であれ
ば男女を問わず入会できます。
（年会費36,000円）

青年部（YEG）
新入会員募集中！

詳しくは、
彦根商工会議所青年部事務局まで
　　　　　　TEL.22-4551

花と私
　あなたの趣味はと聞かれても何もない私。特技もな
し、旅行に誘われても言葉を濁して行かず、仕事漬け
の毎日。最近思うのですが、何か人間として面白味が
無い様に思われます。これでいいのかなー。二足のわ
らじも履けないし、特別な事も出来ないし。
　だけど、私にとって一番自然で楽しみな事があり
ます。唯一、一つだけ「癒やし」にもなっている花いじ
り、土いじりです。土を触っているだけで顔がほころ
びます。草花の苗を買ってきたり、花木から果樹（栗・
いちじく・グミ）、最近はバラの苗木を５本程買いまし
た（黄色や赤・白・つるバラ）。楽しみです。植木鉢も百
鉢くらいあり、毎日それらを見たり、世話をするのが私
にとって最高の喜びです。
　大好きな花いじり、土いじりが出来ることに感謝し
ています。
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中小企業相談所からのお知らせ

http://www.hikone-cci.or.jp/

滋賀県では、県内中小企業等の方々が、採用後3年以内の従業員の人材育成を行う場合に、助成金を支給されます。
うまく活用ください。

当所では、夏～秋にかけて様々なセミナーを企画しております。事業主様や従業員様の研修としてご活用ください。
詳細は、今後の会報折り込みチラシやWEBをご覧ください。

働くなら滋賀！ 人材育成助成事業

セミナーのご案内

彦根商工会議所  TEL.0749-22-4551

■ 助成対象事業者
次の要件をすべて満たす中小企業事業主とします。
１．県内に本社または主たる事業所があること。 
２．当該人材育成に要する経費を助成事業主が負担している
　  こと。 
３．同一の人材育成について国または地方公共団体等から助成
　  を受けていないこと。 
４．滋賀県が運営する企業情報サイト「WORKしが」（外部サイ
　  トへリンク）に企業情報を掲載していること。 
５．助成金実績報告書の提出までに、次の（1）～（3）全ての方法
　  により、人材育成に積極的に取り組んでいることを発信す
　  る事業主であること。
　  （１）滋賀県が運営する企業情報サイト「WORKしが」（外部
　  　　サイトへリンク）に人材育成の取組を掲載する。
　  （２）滋賀県発行の企業PR冊子に掲載する場合、人材育成の
　  　　取組を記載する。
　  （３）滋賀県主催の合同企業説明会等に参加する場合、求職
　  　　者に人材育成の取組を説明する。

■ 助成対象受講者・経費
人材育成時間の4分の3以上を出席した雇用契約締結後3年以
内の正規雇用労働者
受講料、講師謝金、教科書代等
■ 助成率・限度額
助成対象経費の 3分の 2以内／ 15 万円（1助成事業主が年度
内に申請できる金額の上限）
■ 助成事業期間
助成事業期間は、交付決定日から最長で平成 31 年 3 月 31 日
までとなります。
■ 受付期間
平成31年 2月 15日 (金 )まで

■ お問い合わせ
滋賀県商工観光労働部労働雇用政策課

「　 お知らせ」に助成金情報掲載
詳しくはWebで

tel.077-528-3759

WORK しが i

8/28（火）  14：00～
販売促進セミナー
超繁盛店に変わるための5つのテクニック習得セミナー
講師：佐藤志憲氏／場所：彦根商工会議所

９/６（木）
しがちゅうしんビジネスマッチングフェア
商工会議所企画セミナー
10：30～ 販路開拓セミナー
 講師：佐々木武氏
13：00～ 人材確保・事業承継セミナー
 講師：県人材戦略係・人材戦略事務局・
 　　  県事業引継ぎ支援センター
15：00～ 金融サービスの将来展望
 講師：日本銀行京都支店長
場所：彦根ビューホテル１階会場

９/６（木）10：00～17：00・９/７（金）10：00～16：00
しがちゅうしんビジネスマッチングフェア
商売繁盛創設所2018－54事業所・団体の出展－
場所：彦根ビューホテル２階展示会場

９/19（水）  14：00～
消費税軽減税率制度説明会
すべての事業所の皆様に関係があります。
講師：彦根税務署担当者／場所：彦根商工会議所

９/28（金）  13：30～
事業計画策定セミナー
補助金などをめざすならまず事業計画
講師：永井俊二氏／場所：彦根商工会議所

８
月 ９

月

10
月

９
月

10/３（水）  13：30～
販売戦略セミナー
販路開拓の手法を学びませんか？
講師：寺田勝紀氏／場所：彦根商工会議所

10/11（木）  14：00～
営業対策セミナー
初対面の１分間でその気にさせる技術
講師：朝倉千恵子氏／場所：彦根商工会議所

10/23（火） 13：30～
事業計画策定セミナー
事業計画を実践し、1ランクUP（応用編）
講師：永井俊二氏／場所：彦根商工会議所

10/29（月） 14：30～
飲食店セミナー
飲食店経営者・創業者必見
講師：遠山景子氏 他／場所：グランドデュークホテル

商工会議所活用ケーススタディ

　　　
２
０
１
５
年
10
月
、青
柳
亮
さ
ん
・
麻
美

さ
ん
夫
妻
は
神
奈
川
県
か
ら
移
り
住
ん
だ
。

築
１
５
０
年
、江
戸
時
代
後
期
の
古
民
家（
彦

根
市
指
定
文
化
財
）は
、オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ー
カ
ー

「H
O
R
A
 AU
D
IO

」（
ホ
ラ
オ
ー
デ
ィ
オ
）・

シ
ョ
ー
ル
ー
ム「horaana

」（
ホ
ラ
ア
ナ
）と

し
て
も
の
づ
く
り
の
器
と
な
っ
た
。

　
「
音
を
通
じ
て
、生
活
に
彩
り
や
潤
い
を

与
え
、暮
ら
し
の
喜
び
を
体
感
で
き
る
豊
か

な
時
間
を
提
供
し
た
い
。す
こ
し
ず
つ
地
道

に
成
長
し
持
続
し
て
い
く
企
業
で
あ
り
た

い
」と
夫
妻
は
願
っ
て
い
る
。HO

RA

は
ス

ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の「
時
間
」を
意

味
す
る
言
葉
に
由
来
す
る
。土
間
と
座
敷
は

大
量
の
レ
コ
ー
ド
が
並
び
、現
代
的
な
デ
ザ

イ
ン
の
家
具
が
調
和
す
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
。

土
間
の
奥
が
木
製
ク
ラ
フ
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

「M
O
N
O

」が
生
ま
れ
る
工
房
だ
。

　
不
思
議
な
形
を
し
た「M

O
N
O

」は
、

オ
ー
デ
ィ
オ
黎
明
期
に
発
明
さ
れ
た
バ
ッ

ク
ロ
ー
ド
ホ
ー
ン
方
式
を
採
用
し
、現
代
的

に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た〝
古
く
て
新
し
い
〞小

型
ス
ピ
ー
カ
ー
で
、亮
さ
ん
の
設
計
で
あ

る
。た
っ
た
ひ
と
つ
の「
振
動
板
」の
音
を
、

内
蔵
さ
れ
た
木
製「
ホ
ー
ン
」を
響
か
せ
る

こ
と
に
よ
り
豊
か
な
サ
ウ
ン
ド
を
作
り
出

す
。家
具
職
人
だ
っ
た
亮
さ
ん
は
、楽
器
の

よ
う
に
木
の
響
き
や
構
造
だ
け
で
音
を
調

整
す
る
バ
ッ
ク
ロ
ー
ド
ホ
ー
ン
に
興
味
を

持
ち
、プ
ロ
ダ
ク
ト
と
し
て
企
画
・
制
作
を

試
み
た
の
だ
と
い
う
。「
古
民
家
で
暮
ら
す

こ
と
で
自
分
の
も
の
づ
く
り
に
も
な
に
か

影
響
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

予
感
も
あ
り
ま
し
た
。偶
然
な
ん
で
す
け

ど
、MO

N
O

の
形
は
入
母
屋
造
の
屋
根
に

似
て
い
ま
す
」と
、亮
さ
ん
は
根
っ
か
ら
の

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
で
あ
る
。

　
２
０
１
５
年
３
月
、神
奈
川
県
藤
沢
市
に

て
ホ
ラ
オ
ー
デ
ィ
オ
創
業
。２
０
１
５
年
６

月
、木
製
ク
ラ
フ
ト
ス
ピ
ー
カ
ー「M

O
N
O

」

正
式
発
売
。湘
南
で
生
ま
れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー

は
彦
根
で
育
ち
、２
０
１
８
年
、世
界
を
目

指
す
。

　
２
０
１
５
年「
小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
バ
ン

ク
」の
ご
縁
か
ら
当
所
へ
資
金
の
相
談
が

あ
っ
た
。担
当
の
安
達
所
長
は「
移
転
改
装

資
金
や
補
助
金
申
請
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、世
界
へ
の
可
能
性
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。２
０
１
７
年
３
月
に
持
続
化

補
助
金
の
採
択
を
受
け
、今
年
は
ジ
ェ
ト
ロ

滋
賀
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
展
開
を
目
指
し
て
お
ら
れ
ま

す
。是
非
、成
功
し
て
い
た
だ
き
た
い
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
で
認
め
ら
れ
る
と
、商
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
繋
が
り
ま
す
。国
内
で
の
評
価

も
高
ま
り
、好
循
環
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ

う
」と
予
想
し
て
い
る
。

　
麻
美
さ
ん
は
、「
商
工
会
議
所
の
１
階
の

ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
で
、関
税
や
現
地
で
の
契
約

融資と持続化補助金の活用
HORA  AUD I O（ホラオーディオ）
彦根市肥田町 400  tel./fax.0749-43-3090
www.hora-audio.jp

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、貿
易
の
基
礎
か
ら
教

え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。彦
根
は
都
市

の
機
能
も
充
実
し
て
い
ま
す
ね
。会
議
所
の

安
達
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。補
助
金
の
申
請
に
は
資
料
づ
く
り

の
作
業
が
面
倒
で
す
が
、自
分
た
ち
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
、ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き

る
の
か
を
、調
査
分
析
、文
章
化
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、考
え
を
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。何
が
欠
け
て
、何
が
必
要
な
の
か

が
良
く
判
り
役
に
た
ち
ま
し
た
。資
料
を
出

さ
な
け
れ
ば
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
す
が
、採
択

さ
れ
る
こ
と
で
未
来
は
広
が
っ
て
い
く
の

だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
」。亮
さ
ん
と
と
も

に
経
営
者
と
し
て
、麻
美
さ
ん
は
業
務
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　
補
助
金
申
請
書
に
は
、事
業
内
容
・
顧
客

ニ
ー
ズ
と
市
場
の
動
向
・
自
社
や
自
社
の
提

供
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
強
み
・
経
営
方

針
・
目
標
と
今
後
の
プ
ラ
ン
・
今
後
の
設
備

投
資
計
画
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

　
「
彦
根
に
移
り
住
み
、高
い
理
想
を
持
ち

な
が
ら
、販
路
の
拡
大
に
地
道
な
営
業
活

動
を
厭
わ
な
い
ご
夫
妻
で
、地
域
と
も
積
極

的
に
関
わ
り
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。実
直
な

人
柄
に
こ
ち
ら
も
応
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
思
い
で
し
た
。自
身
の
事
業
は
、つ
い

頭
の
中
だ
け
で
考
え
が
ち
で
す
が
、事
業
計

画
と
し
て
紙
に
書
い
て
み
る
と
改
め
て
気

が
つ
く
こ
と
や
我
々
の
よ
う
な
支
援
機
関

が
客
観
的
に
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
違
っ
た
視
点
か
ら
の
気
づ
き
を
得
て

い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。当
所
は
、伴
走
型

で
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、共

に
目
標
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
」。

　

H
O
RA AU

D
IO

は
、世
界
へ
の
時
を
刻

み
始
め
る
。

彦
根
か
ら
世
界
へ…

…

M
O
NO

は

湘
南
生
ま
れ
の
彦
根
育
ち

▶木製クラフトスピーカー「MONO」

▶ショールーム「horaana」

あ
お
や
な
ぎ
り
ょ
う

ま　
み
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８ 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
テーマ展
「彦根城ー城の姿と
　 城下町の暮らしー」
▶開催中～8／21（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
井伊家が近江国に領地を得て彦根城
の築城に着手した経緯をはじめ、城郭
の特徴、城下町に生きた人びとの歴史
について紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ひこねで朝市
▶8／１9（日）８：00～ 12：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

夏休みの自由研究
～ふっくらパンケーキ
の作り方～
▶8／19（日）AM11：00～12：30
　　　　　　 PM14：30～16：00
　〈申込締切日：8／12（日）〉
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶対象 小学校３年生以上
▶受講料 無料
▶定員 各回４組（大人１名＋お子さま
３名まで）保護者の方ご同伴のうえ
ご参加ください。
『ふっくら』パンケーキの作り方を一緒に
研究しましょう！ いろんな材料でくらべて
みよう。一番『ふっくら』できるのはどれ
かな？
※卵・牛乳・小麦粉(ホットケーキミック
ス)を使用します。アレルギーの方のご
参加はご遠慮ください。

TELまたはHP内イベント申込フォーム
からお申込みください。
※「ミーティングルーム・クッキングスタジオ」
サークル活動や研修等でご利用くださ
い。まずはお気軽にご相談ください。

大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

テーマ展 能面いろは
－井伊家伝来能面から－
▶8／24（金）～9／17（月・祝）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
役柄や演出に応じた様々な種類がある
能面。それらは大まかに尉、鬼神、霊、
男、女の五つに分けることができます。
その表情も老若男女の違いに加え、柔
和な笑みを浮かべるものから、怒りの相
を表すもの、悲しみを表すもの、やつれ
きった相貌のものなど、じつに多種多様
です。本展では、能面の種類ごとの特徴
や決まりごと、見分け方といった、能面
を鑑賞する際のポイントを紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶9／８(土）17：00～（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店街
“１００円で買える幸せ”恒例のナイトバ
ザール

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

第５2回 彦根城能
▶9／17（月・祝）
　開場 15：30  開演 16：00
▶彦根城博物館 能舞台
▶料金（全席指定）※未就学児の入場不可
　A席5,500円／B席5,000円
▶館内販売または電話予約

【お話】 命のつらさ末近し
　　　 『̶景清』とは̶  天野 文雄
【演目】
観世流仕舞「船弁慶」 上野 雄三
大蔵流狂言「栗 焼」 茂山 七五三
観世流 能「景 清」野村 四郎（人間国宝）

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

西本智実指揮 ロシ
ア国立交響楽団
《スヴェトラーノフ・
オーケストラ》
▶９／21（金）
　開場18：00 開演18：30
▶ひこね市文化プラザ グランドホール
▶料金(全席指定／税込)
　Ｓ席 10,000円　Ａ席 8,000円
　※未就学児の入場不可
チャイコフスキーへの熱き想いを胸に、
西本智実がロシアの名門オーケストラと
７年ぶりの来日公演で再共演！！
指揮：西本智実／独奏：川畠成道
プログラム：チャイコフスキー／エフゲ
ニー・オネーギンより「ポロネーズ」・ヴ
ァイオリン協奏曲(ソロ：川畠成道)・交
響曲第６番「悲愴」
ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　https://bunpla.jp

企画展 彦根製糸場
－近代化の先駆け－
▶９／2１（金）～10／23（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
明治１１年６月１６日、士族授産と殖産興
業を目指して、近代的な器械製糸工場で
ある彦根製糸場が開場しました。これは、
当時の先進的な取り組みであり、同場は、
近隣地域の近代化を牽引しました。初めは
県営でしたが、後に井伊家に払い下げられ
ました。井伊家伝来の近代文書の中の製
糸場関係の史料と、市内外の関係資料か
ら、彦根製糸場の歴史を明らかにします。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

観月の夕べ
▶９／22～10／14の土日祝 10日間
　18：00～21：00（入場は20：30まで）
▶彦根城内 玄宮園
▶入場料 大人700円、小中学生500円
旧彦根藩主「井伊家」の大名庭園「玄宮
園」は、江戸文化の贅を尽くした池泉回
遊式の庭園です。この玄宮園から眺め
る国宝天守と名月は、格別の美しさを
誇ります。月を愛で、虫の音に耳を傾け
てください。都会では感じることが出来
ない、ゆったりとした時の流れが味わえ
ます。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

彦根城夜楽 2018
▶9／29（土）18：30～21：00
　（入場は20：30まで）　雨天中止
▶彦根城
▶参加費 入場無料
普段は入場できない夜の彦根城を見学
できる彦根城夜楽（やがく）を開催します。
彦根城天守広場から彦根城下町の夜景
をご覧いただき、「普段できないこと」「そ
の日だけ特別に」を味わっていただける
貴重な機会です。誰もが下から見上げる
だけで、ほとんど近づけなかった夜の天
守。まばゆいライトに照らされて夜空に
浮かびあげる勇壮な姿をぜひ間近でご
覧ください。

見学の方は、申込不要（見学自由）
戦国コスプレ参加者、演武および演奏
参加希望者は、事前申込が必要。
HP内 彦根城夜楽サイトよりお申込み
ください。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/jp/
event/articles/2331

10：30～11：00 彦根城天守前
13：00～13：30 四番町スクエア広場／15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

8月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

チケット発売中！

チケット発売中！

お問合せ・お申込み Tel：0749-22-5580  Fax：0749-22-5580
近江ツーリズムボード info@oh-mi.org http://oh-mi.org/WEB

8月13日（月）から8月15日（水）
まで商工会議所業務を休業させて
いただきます。
なお、業務は8月16日（木）午前8時
30分より始めさせていただきます。

商工会議所業務
夏季休業のお知らせ
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美食料理セミナー洋菓子編を開催

近江美食都市推進プロジェクトの一環として、世界を渡り歩いて
きた一流料理人７名を講師に迎え開催してきた、地域の「料理力」
を高めるための美食料理セミナー、次回は“日本でのイタリア料
理”を構築する眞中シェフをお迎えして開催します。
近江食材を取り入れた料理研究を行い、地域の味を高めると共
に、地域のオリジナリティを発揮した独創性のある料理を開発し
てみませんか。

日　時　9月11日（火）14：00～ 16：30
会　場　大阪ガス（株）DILIPA彦根 クッキングスタジオ
　　　　（彦根市大東町12-11）
講　師　RISTORANTE DA FIORE（東京・表参道）
                 オーナーシェフ　眞中 秀幸 氏
受講料　1,000円 ／ 定員　20人
対象者　滋賀を美食で盛り上げたい熱意・志のある料理人、飲食関係者

【 眞中 秀幸 氏 】
1967年茨城県生まれ。幼少の頃から料
理人を志し18才で上京、数店舗のシェフ
を経て36才でRISTORANTE DA FIOREを
オープン、現在表参道にイタリアンレスト
ラン2店舗を経営するオーナーシェフ。
徹底した素材主義と日本特有の季節素材
や和器など、日本の美意識を取り入れた
独自の料理観を表現。野菜の扱いを得意
とし、現在農業に携わる数々のプロジェク
トにも参加。イタリアワイン生産者との
交流も深く、日本の四季を彩る独自の料
理はまさに“日本でのイタリア料理”を構
築する１人で、イタリア本国からも一年を
通して多数の生産者が訪れている。共催  近江ツーリズムボード・彦根商工会議所 ／ 協力  大阪ガス（株）

次回中華編は、エンジン（東京・神楽坂）の松下和昌氏を講師に迎え11月12日（月）14：00～16：30開催！

地域のプロのための美食料理セミナー
初の「イタリアン編」開催決定！



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2018年9月15日まで

有効期限2018年9月15日まで

有効期限2018年9月15日まで

有効期限2018年9月15日まで

有効期限2018年9月15日まで

有効期限2018年9月15日まで

本　社　〒522-0082  滋賀県彦根市安清町4番16号
　　　　TEL（0749）22-2551（代） FAX（0749）22-2542
営業所　東京・大阪・名古屋・仙台

ISO ９００１認証取

水道用バルブメーカー

地球は私達の故郷です。
故郷の水を守って行く事が私達の生き甲斐です。
バルブのトップメーカーであり続けるために、
　　　　　　　私達は水に支えられた豊かな生活づくりに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たゆまぬ努力を続けて参ります。

● ソフトシール弁 ● 仕切弁 ● 消火栓
● バタフライ弁 ● 空気弁 ● 電動弁
● 緊急遮断弁 ● その他弁栓類

《営業品目》《営業品目》

（緊急遮断弁）

耐震

緊急開放・強制放水弁

給水口付急速空気弁

小さな工事も
お気軽に
ご相談ください！

確かな技術 信頼ある工事確かな技術 信頼ある工事

心のこもったサービスを提供
当社はすべて責任施行だから安心
アフターサービス万全

総合電気設備工事
空 調 設 備 工 事
管　　  工　　  事
建　 築　 工　 事
設　計 ・ 施　行

【関西電力提携業者】  滋賀県知事登録建設許可
電気工事業（特ｰ29）第50106号　管工事業（般ｰ29）第50106号
建設工事業（般ｰ29）第50106号　土木工事業（般ｰ29）第50106号

新規設置の方限定
50円ドリンク10本サービス!!
※他のクーポン券との併用はできません。

加盟店／有限会社ガーディアン・ズ
オフィスコンビニ彦根店
0120-40-0064

オフィスの中に“Ｍｙコンビニ”をオフィスの中に“Ｍｙコンビニ”を

● 毎日のドリンク代、コストダウン
● 好みに合わせて選べる商品
● 欲しい時にすぐそこに
● 契約書不要の簡単申込み
● 定期的な訪問で補充も万全
● 面倒な管理も一切不要

ドリンク
50円～

お菓子・カップラーメン
100円～

料金は飲んだ分だけ！全て格安

置き薬のジュース版!!

TEL：0749-38-38480120-47-1955
受付時間 9：00～18：00 年中無休

ご注文は
犬上郡甲良町池寺1-5

会席料理はもちろん、寿司、オード
ブルなど、お集まりの席で慶ばれる
お料理をご用意。

仕出し料理

湖東三山西明寺前

一休庵 本店

ご要望など、
何でもお気軽に
ご相談ください。

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

一休庵
本店

仕出しでのお会計10％割引

岡村家の第７代岡村太内が安政元年（1854年）に、彦根藩主井伊直弼よ
り酒造りを命じられ第８代岡村多内が創業。当時彦根藩領であった湖東
の豊郷吉田の地は、鈴鹿山系の豊富な名水が湧き、良質の近江米の産地
であり、伊吹山からの寒風と酒造りに大変恵まれており、２年の歳月をか
け酒蔵を建築しました。酒銘「金亀」、この豊郷の地で160余年にわたりこ
だわりの酒造り続けております。
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お猪口プレゼント
本券をご持参の方に、特製お猪口を

1個進呈いたします

ISO9001：2015　ISO14001：2015認証

彦根市松原町1415
TEL (0749）23-7511
FAX (0749）26-1761
E-mail  hideo@kuma-den.jp

1,000円以上お買い上げの方に
高級線香お試しセットプレゼント
お1人様１枚のご利用とさせていただきます。
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彦根市中央町6-11・1階／TEL.0749-20-6989
営業12：00～21：00／定休日 不定休

・スタジオレンタル 1,800円／h～
●各種楽器販売 ●店頭リペア対応可
●練習スタジオ完備

■開催日時：8月26日（日）
　　　　　   9：30 ～ 18：00 頃
■場所：彦根市荒神山公園運動施設
　　　   多目的グラウンド内
　　　   野外特設ステージ
　　　  （彦根市日夏町4769）
■入場料：無料
　（チャリティーイベントの為募金のみ）Save the Birthday 2018

企業スポンサー募集！ → https://twitter.com/savethebirthday

今年で9回目になるチャリティ ライブ イベントを開催!!
是非、お越しください。

※楽器本体は対象外です。

・アクセサリーお買い上げで８％off
・当店オリジナルピック３枚プレゼント

＊8/15（水）は営業




